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東
京
都
支
部
は
７
月
５
日
、
小
学

校
教
員
を
対
象
に
、
板
橋
区
立
上
板

橋
第
二
小
学
校
で
「
着
衣
泳
」
講
習

を
実
施
。
夏
休
み
前
に
児
童
へ
水
の

事
故
防
止
に
つ
い
て
、
教
員
自
ら
指

導
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
当
日
は
17
人
の
教
員
が
参
加
。

濡
れ
た
衣
服
で
は
思
う
よ
う
に
身
体

が
動
か
せ
な
い
こ
と
を
体
験
し
た
ほ

か
、
落
水
時
の
対
処
法
、
浮
身
の
取

り
方
、
浮
具
の
使
い
方
、
救
助
の
注

意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
（
ト
レ
セ
ン
）
は
、

青
少
年
赤
十
字
事
業
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
。「
気
づ
き
・
考
え
・

実
行
す
る
」
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
育
成
を
目
的
と

し
た
宿
泊
型
研
修
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
た
今
年
度
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

青
少
年
赤
十
字
に
加
盟
し
て
い
る
学

校
を
中
心
に
参
加
者
を
募
集
し
、
8

月
7
日
〜
9
日
に
小
学
生
、
8
月
17

日
〜
18
日
に
中
学
生
、
8
月
9
日
〜

10
日
に
高
校
生
の
部
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
合
計
で
81
人
が
高
尾
の
森
わ

く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
に
て
、
災
害
学
習
、

国
際
理
解
、
応
急
手
当
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
経
験
。
参
加
者
か
ら
は
「
最

初
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
と

協
力
し
て
色
々
で
き
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」、

「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
も
っ
と

み
ん
な
と
一
緒
に
い
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
夏
で
大
き
く
成
長
し
た
参

　
６
月
21
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
赤
十
字

社
の
マ
キ
シ
ム
・
ド
ツ
ェ
ン
コ
事
務

総
長
と
イ
リ
ヤ
・
ク
レ
ツ
コ
フ
ス

キ
ー
副
事
務
総
長
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
赤

十
字
社
の
活
動
紹
介
と
意
見
交
換
を

目
的
に
東
京
都
支
部
を
来
訪
し
ま
し

た
。
両
氏
は
東
京
都
支
部
が
行
っ
て

い
る
支
援
活
動
に
対
し
、「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
取
り
残
さ
れ
て
い
な
い
、
忘

れ
去
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
６
月
28
日
に
奉
仕
団
員
対
象
の

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
が
東
京
都
支
部

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。実
際
に
ボ
ッ

チ
ャ
の
ル
ー
ル
や
楽
し
さ
を
体
験

し
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
生

か
し
て
い
た
だ
く
の
が
本
体
験
会

の
目
的
で
す
。

　
当
日
は
計
12
団
か
ら
58
人
の
奉

仕
団
員
が
参
加
。
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を

通
じ
て
、
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
団

員
の
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
！

水に落ちたらどうする！？
教員対象「着衣泳」講習

5年ぶりにトレセン再開！ 「気づき・考え・実行する」宿泊型研修

ウクライナ赤十字社代表が
東京都支部を来訪

都内奉仕団員が体験！
ボッチャで地域のつながりを作ろう

講師の指導のもとポイントを確認する小学校教員の
皆さん

東京都支部からは、ウクライナ避難民を対象に実施し
たキャンプの報告も行った

ジャックボールと呼ばれる白い球に最も近い球色のチー
ムが勝ち！
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加
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
こ
れ
か
ら
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
社
会

の
中
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

1

1プログラムに取り組むメ
ンバーたちは真剣その
もの
2 学んだことを生かして災
害時に使える段ボール
ベッドづくり

3フィールドワークでは車
いす体験などさまざまな
プログラムを行いました

2

3

　
７
月
30
日
、
東
京
都
支
部
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
赤
十
字
社
ジ
ャ
カ
ル
タ
支

部
は
、
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
と

指
導
者
を
対
象
と
し
た
国
際
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い
て
、
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か

ら
東
京
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
青
少
年
赤

十
字
メ
ン
バ
ー
が
互
い
の
国
を
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
活
動
を
体
験
し
、

共
通
す
る
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指

し
ま
す
。
新
た
な
事
業
の
ス
タ
ー
ト

の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
青
梅
市
釡
の
淵
公
園

に
て
、
河
川
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち

の
水
の
事
故
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
目

的
で
行
わ
れ
た
本
講
習
。
小
学
１
年

生
以
上
を
対
象
に
、
当
日
は
子
ど
も

19
人
・
大
人
18
人
が
参
加
し
、
水
と

親
し
み
な
が
ら
河
川
に
潜
む
危
険
と

そ
の
対
処
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
流
さ
れ
た
時
の
姿
勢
の
取
り
方
や
、

陸
か
ら
人
を
救
助
す
る
方
法
を
体
験

し
な
が
ら
学
ん
だ
参
加
者
た
ち
。「
流

さ
れ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
以
上
に

速
か
っ
た
。
体
験
し
な
い
と
い
ざ
と

い
う
時
に
焦
っ
て
し
ま
う
と
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
「
１
番
大
切
な
こ
と
は
体

力
を
使
わ
ず
に
呼
吸
を
す
る
こ
と
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
は
、
い

ざ
と
い
う
時
に
呼
吸
を
す
る
助
け
に

な
る
。
水
の
危
険
性
を
正
し
く
理
解

し
、
水
と
親
し
む
こ
と
が
大
切
だ
」

と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

夏休み中の水の事故防止
親子で学べる河川講習開催

ジャカルタ支部と協定締結！
青少年の国際交流プログラムを計画中！

流されたときは落ちついて呼吸を確保し、下流側に足を
向ける

水に入らず陸から助けることが鉄則! レジ袋にスニーカー
を入れた浮具などを陸から投げ、溺れている人を助ける

協定書を手にする東京都支部の矢部事務局長（右）と
ジャカルタ支部のアリーフ・ラフマン事務局長
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７
月
20
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

地
域
な
ど
で
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
協
力

す
る
指
導
者
の
養
成
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
東
京
都
支
部
の
職
員

と
東
京
都
赤
十
字
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
申
し
込
み
を
募
り
、
16
人
が

参
加
。
被
災
者
の
体
験
談
を
通
じ
て

災
害
を
追
体
験
す
る
「
災
害
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
」、
避
難
者
の
目
線
で

心
掛
け
る
要
点
を
理
解
す
る
「
ひ
な

ん
じ
ょ 

た
い
け
ん
」
な
ど
、
実
際

の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
、
普
段
は
日
野
市
赤
十

字
奉
仕
団
が
行
っ
て
い
る
献
血
呼
び

掛
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
明
星

大
学
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
が
コ
ラ
ボ
。

来
場
者
は
１
日
で
60
人
を
超
え
ま
し

た
。「
若
い
世
代
が
参
加
し
て
く
れ

る
と
、
活
気
が
出
て
嬉
し
い
」
と
日

野
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
。
学
生
奉
仕

団
員
は
「
日
野
市
で
活
動
し
て
い
る

奉
仕
団
同
士
、
協
力
し
て
よ
り
良
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
、
東
京
都
赤
十
字
救
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
研
修
を
実
施
。
メ

ン
バ
ー
ら
は
今
年
度
、
災
害
時
の
救

護
活
動
に
必
要
な
技
能
を
学
ぶ
研
修

を
５
回
に
分
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
無
線
通
信
と
炊
き
出
し
。
実

際
に
使
用
す
る
資
機
材
を
利
用
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
平
時
か
ら
災
害

に
備
え
る
頼
も
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
。
８
月
は
担
架
の
使
い
方
、

12
月
は
テ
ン
ト
の
立
て
方
を
学
ぶ
予

定
で
す
。

世代を超えた協働
献血呼び掛けボランティア

もしもの時に備えて！
赤十字救護ボランティア研修

防災について指導できる人を！
防災事業教育指導者を養成

世代を超えて地域で活躍するボランティアメンバー
地域の防災マップの作成を通じて危険箇所を把握・理
解する「災害図上訓練（DIG）」も行った

炊き出しでは、大きな釡で炊飯袋を活用したさまざまな料
理を調理。お米は袋に入れて煮るだけで炊き上がります

Y
outube

で
も
河
川
で
の

事
故
防
止
動
画
を
公
開
中

視
聴
は
こ
ち
ら
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目
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行
わ
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本
講
習
。
小
学
１
年

生
以
上
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象
に
、
当
日
は
子
ど
も
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人
・
大
人
18
人
が
参
加
し
、
水
と

親
し
み
な
が
ら
河
川
に
潜
む
危
険
と

そ
の
対
処
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
流
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時
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勢
の
取
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や
、
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人
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救
助
す
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方
法
を
体
験

し
な
が
ら
学
ん
だ
参
加
者
た
ち
。「
流

さ
れ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
以
上
に

速
か
っ
た
。
体
験
し
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い
と
い
ざ
と

い
う
時
に
焦
っ
て
し
ま
う
と
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
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た
。

　
講
師
は
「
１
番
大
切
な
こ
と
は
体

力
を
使
わ
ず
に
呼
吸
を
す
る
こ
と
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
は
、
い

ざ
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い
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時
に
呼
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る
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け
に
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る
。
水
の
危
険
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」
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。
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流されたときは落ちついて呼吸を確保し、下流側に足を
向ける

水に入らず陸から助けることが鉄則! レジ袋にスニーカー
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協定書を手にする東京都支部の矢部事務局長（右）と
ジャカルタ支部のアリーフ・ラフマン事務局長
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７
月
20
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

地
域
な
ど
で
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
協
力

す
る
指
導
者
の
養
成
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
東
京
都
支
部
の
職
員

と
東
京
都
赤
十
字
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
申
し
込
み
を
募
り
、
16
人
が

参
加
。
被
災
者
の
体
験
談
を
通
じ
て

災
害
を
追
体
験
す
る
「
災
害
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
」、
避
難
者
の
目
線
で

心
掛
け
る
要
点
を
理
解
す
る
「
ひ
な

ん
じ
ょ 

た
い
け
ん
」
な
ど
、
実
際

の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
、
普
段
は
日
野
市
赤
十

字
奉
仕
団
が
行
っ
て
い
る
献
血
呼
び

掛
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
明
星

大
学
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
が
コ
ラ
ボ
。

来
場
者
は
１
日
で
60
人
を
超
え
ま
し

た
。「
若
い
世
代
が
参
加
し
て
く
れ

る
と
、
活
気
が
出
て
嬉
し
い
」
と
日

野
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
。
学
生
奉
仕

団
員
は
「
日
野
市
で
活
動
し
て
い
る

奉
仕
団
同
士
、
協
力
し
て
よ
り
良
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
、
東
京
都
赤
十
字
救
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
研
修
を
実
施
。
メ

ン
バ
ー
ら
は
今
年
度
、
災
害
時
の
救

護
活
動
に
必
要
な
技
能
を
学
ぶ
研
修

を
５
回
に
分
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
無
線
通
信
と
炊
き
出
し
。
実

際
に
使
用
す
る
資
機
材
を
利
用
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
平
時
か
ら
災
害

に
備
え
る
頼
も
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
。
８
月
は
担
架
の
使
い
方
、

12
月
は
テ
ン
ト
の
立
て
方
を
学
ぶ
予

定
で
す
。

世代を超えた協働
献血呼び掛けボランティア

もしもの時に備えて！
赤十字救護ボランティア研修

防災について指導できる人を！
防災事業教育指導者を養成

世代を超えて地域で活躍するボランティアメンバー
地域の防災マップの作成を通じて危険箇所を把握・理
解する「災害図上訓練（DIG）」も行った

炊き出しでは、大きな釡で炊飯袋を活用したさまざまな料
理を調理。お米は袋に入れて煮るだけで炊き上がります

Y
outube

で
も
河
川
で
の

事
故
防
止
動
画
を
公
開
中

視
聴
は
こ
ち
ら
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皆
さ
ん
、
地
域
に
頼
れ
る
人
は
い
ま
す
か
。

お
隣
や
ご
近
所
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
、
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

災
害
時
な
ど
に
助
け
が
必
要
な
人
は
、
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
省
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」（
令
和
４
年
４
月
）に
よ
る
と
、

住
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
率
は
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。

特
に
東
京
都
23
区
内
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、

内
閣
府
の
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
令
和
５
年
11
月
）
に
よ
る
と

「
地
域
で
の
付
き
合
い
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
わ
ず
か
36
・
７
％
で
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
地
域
住
民
に
よ
る
救
助
活
動
や

避
難
時
の
声
掛
け
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
近
所
付
き
合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

人
々
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の
輪
も
一
層
拡
大
し
ま
す
。

つ
な
が
り
は
大
切
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
参
加
が
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。

ま
ず
は
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
防
災
力
や

生
活
の
質
の
向
上
を
共
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
！
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NISSEKI TOKYO11

趣味のサークルやスポーツクラブ
同じ趣味や興味を持つ人が集まって活動するグループ。
手芸、園芸、写真、音楽、スポーツなど活動の分野はさま
ざま。趣味を通じて新しい友人を作る機会にもなる。

どんなコミュニティがあるの？

町会・自治会

子ども会・青少年育成会
子どもたちの健全な育成を目的とした団体。
スポーツイベントや文化活動、地域清掃など
を行う。親子での参加が多く、地域の世代を
超えたコミュニケーションが生まれる。

老人クラブ
高齢者が集い、健康づくりや仲間づくり、
生活を豊かにする活動を行う団体。体操教
室や趣味の習い事、旅行などを通じて、高
齢者住民同士の交流を促進する。

PTA（Parent-Teacher Association）

学校と家庭の連携を図るための、保護者と教
職員による団体。学校行事や地域イベントの
サポート、教育環境の改善などに取り組み、
子どもたちの健全な育成に寄与する。

ボランティア団体
さまざまな社会問題に取り組む非
営利団体。「子ども食堂」や「認知症
カフェ」など、地域の課題解決や住
民の支援を行う。赤十字によるボラ
ンティア団体としては、「地域赤十
字奉仕団」を組織。東京都内では38
の区市町で、環境保護活動や福祉活
動、地域活性化プロジェクトなど、
多岐にわたる活動を展開している。

地域住民が集い、より良い
町づくりのため活動する団体であり、
地域コミュニティの中核。防災活動や
清掃活動、地域イベントの企画など
を行う。住民同士の交流を深め、
地域の安心と安全を支える

役割を果たす。

商店街振興組合（商店会）
商店街の活性化を目的とした団体。
イベントの企画や共同販促活動、街
の美化活動などを行い、商店主と住
民の交流の場にもなる。

マンション管理組合
マンションの住民が共同で管理・運営を行う組織。
定期的な会議を通じて、共有部分の維持管理、住民
のマナーなどについて話し合い、住民のコミュニ
ケーションを深め、住み心地向上につなげる。
©K.M.S.P.- stock.adobe.com
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地
域
と
の「
つ
な
が
り
」を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
は
、
災
害
時
の
助
け
合
い
や
日
常
生
活
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

東
京
都
の
羅
針
盤
「
未
来
の
東
京
」
戦
略
で
も
、
人
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

忙
し
い
生
活
や
個
人
主
義
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　地域とのつながりは、安心・安全な暮らしの基盤。日常の支え合いを通
じて、コミュニティの防災力や生活の質が向上します。
　平成7年の阪神・淡路大震災で、倒壊した建物に閉じ込められた人を助
けたのは、大半が地域の住民でした。また、令和6年 1月 1日に発生した能
登半島地震では、道路の寸断により発災から２週間ほど医療班が入れな
かった孤立地区がありましたが、地域のリーダーのもと、住民たちは互い
に支え合うことで、自力で生活を維持していました。
　もちろん、地域とのつながりは災害時だけでなく、日常生活においても
重要です。日頃から近所の人とのコミュニケーションがあることで、助け
合いや情報共有がしやすくなり、困ったときに頼ることができます。また、
地域活動に参加することで、自分の住む場所に対する愛着や責任感が育ま
れ、住民同士の信頼関係も深まります。

　左ページに載っているのは、代表的な地域のコミュニティ。
それぞれの参加方法は下表の通りです。これらのコミュニ
ティを通じて、地域とのつながりを深めましょう。

どうやって参加するの？

なぜ必要？
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そ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　地域とのつながりは、安心・安全な暮らしの基盤。日常の支え合いを通
じて、コミュニティの防災力や生活の質が向上します。
　平成7年の阪神・淡路大震災で、倒壊した建物に閉じ込められた人を助
けたのは、大半が地域の住民でした。また、令和6年 1月 1日に発生した能
登半島地震では、道路の寸断により発災から２週間ほど医療班が入れな
かった孤立地区がありましたが、地域のリーダーのもと、住民たちは互い
に支え合うことで、自力で生活を維持していました。
　もちろん、地域とのつながりは災害時だけでなく、日常生活においても
重要です。日頃から近所の人とのコミュニケーションがあることで、助け
合いや情報共有がしやすくなり、困ったときに頼ることができます。また、
地域活動に参加することで、自分の住む場所に対する愛着や責任感が育ま
れ、住民同士の信頼関係も深まります。

　左ページに載っているのは、代表的な地域のコミュニティ。
それぞれの参加方法は下表の通りです。これらのコミュニ
ティを通じて、地域とのつながりを深めましょう。

どうやって参加するの？

なぜ必要？
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特集 　 地域とつながる。

NISSEKI TOKYO13

Message

日本赤十字社が提供している防災セミナーのメニューのひとつ「DIG」をご存じですか？ 普段はグループ
で行っているワークショップですが、今回は個人でも楽しみながら体験できるようにしてみました。ぜひ
ゲーム感覚で災害対策を学び、自分の住んでいる地域の防災力を見直してみましょう！

　　　　地域で起こりそうな出来事を考える際には２つの視点があ
ります。1つ目は、地域で起きる被害が原因となって現れる出来事（例：
がけ崩れによる通行規制とそれに伴う交通渋滞）。２つ目は、発災後の
生活に影響を与える出来事（例：避難所の開設）です。

　　　　地域で起こりそうな被害や出来事を地図に書き
込むことで、視覚的に把握しやすくなります。

Step2で書き出した被害や出来事
を地図に反映させる。

　　　　日本赤十字社の防災セミナーでは、
参加者同士で考え、意見交換し、発表を行う
時間も設けています。コミュニティの絆を深
め、共通認識を持つ貴重な機会にもなるセミ
ナーです。町会・自治会などの地域や法人など、グループ
単位で受け付けているので、ぜひお申し込みください。

発災したときの地域の様子を想像できましたか？ 知らなかったこ
とや意識していなかったこと、日常の中に隠れた「危険」が見えた
のではないでしょうか。このトレーニングが、災害からいのちを
守り、身の安全を守るための取り組みについて考える一歩となれ
ば嬉しいです。私たちは、地震を防ぐことはできませんが、その被
害を少しでも軽減することはできます。DIGを参考に、ご自身とお
住まいの地域の防災対策を進め、家族や近所の方に、ぜひ気づき
を共有してください！

Step 3

Step 4

Step 2
地震など発災時に、
自宅と地域で起こ
りそうな被害と出
来事を書き出す。

最後に、「地域の特徴」「地域で起
こりそうな被害・出来事」「地震

からいのちと身の安全を守るために、個人、地域ができ
る取り組み」をまとめる。

	商店街（①）	 火災が発生
	 山	 がけ崩れ
	 橋	 亀裂が入る

場所 起こりそうな被害

	道路（①）	 交通渋滞
	病院（②）	 けが人が殺到
	学校（③）	 避難所が開設される

場所 起こりそうな出来事

	 台所	 火災
	子ども部屋	 タンスが倒れる
	 リビング	 花瓶が落下する
	 外塀	 古いブロック塀が崩れる
	マンション内	 エレベーターが止まり閉じ込められる

自宅で起こりそうな被害場所

	 商店街	 火災が発生
	 山	 がけ崩れ
	 橋	 亀裂が入る
	 道路	 高層階の外壁や窓ガラスが落下
	 道路	 固定されていない自動販売機が倒れる

地域で起こりそうな被害場所

地域の防災力を高める
第一歩を踏み出そう
 日本赤十字社 東京都支部
 事業部 救護課 防災業務係 後藤 暁人

詳細はこちら↓

1. 地域の特徴
	 道が狭い、外国人が多い、飲食店が多い

2. 地域で起こりそうな被害・出来事
	 火災、渋滞、日本語が通じない被災者多数

3. いのちと身の安全を守る
　──家族（個人）での取り組み
　　　食料・日用品の備蓄、家具固定、高いところに物を置かない

　──地域での取り組み
　　　要配慮者の把握、外国語対応準備、町会に入る、役割分担

具体的に

書いてみよう！

	 道路	 交通渋滞
	 病院	 けが人が殺到
	 学校	 避難所が開設される
	 道路	 帰宅困難者が道路に溢れる
	 コンビニ	 食品・日用品へのアクセスができなくなる

地域で起こりそうな出来事場所
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・ 地域の危険性や防災資源を把握すること
・ 発災時の被害を予測し、その被害をどのよう
に減らすか考え、防災意識を高めること
　⇒地域の防災力を理解して、
　　災害に備える！

目的は？ 

住んでいる地域のことを知っていますか ⁇

ゲーム感覚で災害対策を学ぶ
D
デ ィ グ

IGを体験してみよう！

Step 1 地図に自宅をマークし、防災に関係する以下の項目（自然条件、
防災資源、危険個所）を色分けしてマーキングする。

鉄道

広い道路

狭い道路

広場・公園、広い空地

燃え広がり防止になりそうな鉄筋
コンクリート造の建物などの周囲

用水路・河川・海岸線など

役所や医療機関など
防災活動を行う機関・施設

市役所・区役所・町村役場、消防署、
警察署、病院・診療所、公民館、ヘリポー
ト、その他の公共施設など

学校、避難所、食料・日用品・薬品・
燃料などの販売店、防災倉庫、重機を
持っている企業、防火水槽、消火器、
プールなど

防災に役に立つ施設・場所

頼りになる人がいる場所
自治会役員、自主防災組織リーダー、
消防署・消防団の経験者、医療・看護
関係の経験者、自治体職員の経験者、
建設や修理工関係者、通訳（外国語・手
話）、福祉関係者など

人が集まる施設
大型ショッピングセンター、映画館、
スタジアム、ホテル、テーマパーク、
展示場、博物館、駅など

危険物・落下したり倒れたときに
危険となる施設

ブロック塀・石塀、看板、自動販売機、
火災が発生すると危険な施設

災害のときに手助けが
必要な人がいる家の場所

一人暮らしの高齢者、寝たきり
の人、障がいのある人、妊婦さん、
小さいお子さんがいる人、外国人
など

土砂災害の危険箇所
ハザードマップで確認

Disaster（災害） Imagination（想像力） 
Game（ゲーム）の略で、英語のdigに
掛けて、「防災意識を掘り返す」「地域
を探求する」「災害を理解する」といっ
た意味が込められている

DIGとは？
・ 住んでいる地域の地図
・ ハザードマップ
 （自治体HPなどで確認）
・ カラーペン（黒・赤・青・緑・紫・
ピンク・オレンジ・茶・黄など９色）

準備するもの

　　　　ピンクの線が目立つところは、火事が起きたとき
に消火活動がしづらく、燃え広がる危険があり避難路の確
保も難しい地域です。青色で示す用水路・河川は、水道が
使えなくなったときに火を消すための水や、手洗い・洗濯
に使う水が手に入る場所です。

おー！
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・ 住んでいる地域の地図
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に消火活動がしづらく、燃え広がる危険があり避難路の確
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に使う水が手に入る場所です。

おー！

p12-13_特集2.indd   12 2024/08/08   12:02NT42_P8-13_再校.indd   13 2024/08/09   10:29



(24 08）NT42

NISSEKI TOKYO 14

建
築
家
と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
安
藤
忠
雄
さ
ん
。
既
成

概
念
を
打
ち
破
る
建
築
を
世
に
送
り
出
し
続
け
る
一
方
で
、

阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
10
年
委
員
会
の
実
行
委
員
長
を

務
め
、
震
災
遺
児
育
英
資
金
「
桃
・
柿
育
英
会
」
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
、
被
災
地
の
支
援
活
動
に
も
深
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
防
災
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、
長
年
に
わ
た
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
防
災
と

復
興
に
対
す
る
思
い
や
提
言
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1941年大阪生まれ。独学で建築を学び、69年安藤忠雄建築研究所を設立。
米国イエール大、コロンビア大、ハーバード大の客員教授を務め、97年東京
大学教授(03年名誉教授)。東京都内では、表参道ヒルズ、21_21 DESIGN 
SIGHT、東急東横線渋谷駅などを手掛ける。プリツカー賞をはじめ国内外で
数多くの受賞歴があり、10年文化勲章受章。21年、仏政府からレジオン・ド
ヌール勲章コマンドゥールを日本人建築家では初めて贈られた。
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ら
船
で
神
戸
港
に
入
り

ま
し
た
。
被
災
地
の
壮
絶
な
状
況
を
見

て
、
あ
の
美
し
い
神
戸
が
こ
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
と
衝
撃
を
受
け
、
復
興
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
絶
望
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
被
災
地
は
そ
の
後
、
世

界
の
災
害
史
上
例
を
見
な
い
速
度
と
質

で
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
要

因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
何

よ
り
も
ま
ず
地
域
の
人
た
ち
が
街
を
愛

し
、
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
き
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
当
時
の

神
戸
は
、
大
都
市
に
は
珍
し
く
家
族
や

地
域
社
会
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
美
し
い
神
戸
を
次

世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
多
く

の
方
の
思
い
や
、
街
へ
の
愛
情
が
、
復

興
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
で
す
。

─
─
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
10
年

委
員
会
の
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
、神
戸

の
復
興
に
深
く
関
わ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
亡
く
な
っ

た
人
の
鎮
魂
と
、
震
災
の
教
訓
を
忘
れ

な
い
た
め
に
、
被
災
地
に
白
い
花
の
咲

く
木
を
植
え
よ
う
と
「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
、
植
樹

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
12
万
５
千

戸
の
復
興
住
宅
の
数
に
対
し
、
そ
の
２

倍
の
25
万
本
を
目
標
に
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
れ
を
上
回
る
30
万
本
の
植
樹
を

達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
「
創
造
的
復
興
」
を
掲
げ
る

被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

２
０
０
０
年
に
開
業
し
た
淡
路
島
の
複

合
文
化
施
設
「
淡
路
夢
舞
台
」
や
02
年

に
建
て
ら
れ
た
兵
庫
県
立
美
術
館
な
ど
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
の
計
画

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
計
に

お
い
て
は
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
る

公
共
建
築
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に

そ
こ
に
行
け
ば
安
全
で
安
心
な
場
所
に

な
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
。
災
害
が

起
き
た
時
、
昔
で
あ
れ
ば
人
々
が
神
社

な
ど
の
鎮
守
の
森
に
集
ま
っ
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
拠
点
と
な
る
場
所
を
つ
く

ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

人
が
集
ま
る
場
所
、
会
話
が
生
ま
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
場
所
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い

は
、
常
に
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
私
は

現
在
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
阪
の
都
市
開

発
計
画
「
う
め
き
た
２
期
地
区
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
単
な
る
開
発
で

は
な
く
、
都
市
生
活
に
潤
い
を
与
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
場
所
と
す

る
た
め
に
、
約
９
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
の
半
分
が
公
園
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
反
対
意
見
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
地
震
な
ど
災
害
が
あ
っ
た

と
き
、
助
け
に
な
る
の
は
人
間
同
士
の

対
話
。
人
が
集
ま
っ
て
「
さ
あ
、
ど
う

し
よ
う
」
と
会
話
を
始
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
公
園
は
、
そ
の
対
話

が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
の
で
す
。

顔
を
合
わ
せ
て
の
対
話
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

─
─
現
代
は
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
、
特
に
都
心
部
の
若
者

は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
人
間
同
士
の
交
流

が
あ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ
ま
す
。
で
も
、

今
の
人
は
あ
ま
り
話
を
し
ま
せ
ん
。
１

日
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
っ
て
仕
事

を
し
て
、
隣
の
席
の
人
と
会
話
を
し
な

い
人
も
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
、
人
間
同
士
の
対
話
が
減
っ
た

の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
便
利
で
快
適
で
す
。
交
流

安藤氏が淡路島に設計した「淡路夢舞台」の一角をなす、斜面を彩
る百段苑。明治時代の植林で緑がよみがえった六甲山をイメージ
し、造成された山の斜面に苗木を植えた

「うめきた２期地区開発プロジェクト」 北公園完成イメージ。豊か
な緑とダイナミックな水景のある憩いの空間

Photo by Mitsuo Matsuoka

提供：グラングリーン大阪開発事業者
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建
築
家
と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
安
藤
忠
雄
さ
ん
。
既
成

概
念
を
打
ち
破
る
建
築
を
世
に
送
り
出
し
続
け
る
一
方
で
、

阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
10
年
委
員
会
の
実
行
委
員
長
を

務
め
、
震
災
遺
児
育
英
資
金
「
桃
・
柿
育
英
会
」
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
、
被
災
地
の
支
援
活
動
に
も
深
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
防
災
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、
長
年
に
わ
た
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
防
災
と

復
興
に
対
す
る
思
い
や
提
言
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1941年大阪生まれ。独学で建築を学び、69年安藤忠雄建築研究所を設立。
米国イエール大、コロンビア大、ハーバード大の客員教授を務め、97年東京
大学教授(03年名誉教授)。東京都内では、表参道ヒルズ、21_21 DESIGN 
SIGHT、東急東横線渋谷駅などを手掛ける。プリツカー賞をはじめ国内外で
数多くの受賞歴があり、10年文化勲章受章。21年、仏政府からレジオン・ド
ヌール勲章コマンドゥールを日本人建築家では初めて贈られた。

人
と
人
が
顔
を
合
わ
せ
、

会
話
し
て
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

安藤　忠雄Tadao
Ando

建築家

Profile
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人
が
集
ま
る
場
こ
そ
が

災
害
時
の
拠
点
と
な
る

─
─
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
救
助
さ
れ
た
３
万
５
千
人
の

う
ち
、
約
８
割
が
家
族
や
隣
人
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
住
民
に
よ
る
消

火
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

「
共
助
」
に
つ
い
て
、
当
時
ど
の
よ
う

に
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
か
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
時
、

私
は
ロ
ン
ド
ン
に
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
で
震
災
を
知
っ
て
急
遽
帰
国
し
、
大

阪
・
天
保
山
か
ら
船
で
神
戸
港
に
入
り

ま
し
た
。
被
災
地
の
壮
絶
な
状
況
を
見

て
、
あ
の
美
し
い
神
戸
が
こ
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
と
衝
撃
を
受
け
、
復
興
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
絶
望
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
被
災
地
は
そ
の
後
、
世

界
の
災
害
史
上
例
を
見
な
い
速
度
と
質

で
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
要

因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
何

よ
り
も
ま
ず
地
域
の
人
た
ち
が
街
を
愛

し
、
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
き
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
当
時
の

神
戸
は
、
大
都
市
に
は
珍
し
く
家
族
や

地
域
社
会
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
美
し
い
神
戸
を
次

世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
多
く

の
方
の
思
い
や
、
街
へ
の
愛
情
が
、
復

興
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
で
す
。

─
─
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
10
年

委
員
会
の
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
、神
戸

の
復
興
に
深
く
関
わ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
亡
く
な
っ

た
人
の
鎮
魂
と
、
震
災
の
教
訓
を
忘
れ

な
い
た
め
に
、
被
災
地
に
白
い
花
の
咲

く
木
を
植
え
よ
う
と
「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
、
植
樹

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
12
万
５
千

戸
の
復
興
住
宅
の
数
に
対
し
、
そ
の
２

倍
の
25
万
本
を
目
標
に
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
れ
を
上
回
る
30
万
本
の
植
樹
を

達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
「
創
造
的
復
興
」
を
掲
げ
る

被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

２
０
０
０
年
に
開
業
し
た
淡
路
島
の
複

合
文
化
施
設
「
淡
路
夢
舞
台
」
や
02
年

に
建
て
ら
れ
た
兵
庫
県
立
美
術
館
な
ど
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
の
計
画

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
計
に

お
い
て
は
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
る

公
共
建
築
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に

そ
こ
に
行
け
ば
安
全
で
安
心
な
場
所
に

な
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
。
災
害
が

起
き
た
時
、
昔
で
あ
れ
ば
人
々
が
神
社

な
ど
の
鎮
守
の
森
に
集
ま
っ
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
拠
点
と
な
る
場
所
を
つ
く

ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

人
が
集
ま
る
場
所
、
会
話
が
生
ま
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
場
所
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い

は
、
常
に
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
私
は

現
在
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
阪
の
都
市
開

発
計
画
「
う
め
き
た
２
期
地
区
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
単
な
る
開
発
で

は
な
く
、
都
市
生
活
に
潤
い
を
与
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
場
所
と
す

る
た
め
に
、
約
９
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
の
半
分
が
公
園
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
反
対
意
見
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
地
震
な
ど
災
害
が
あ
っ
た

と
き
、
助
け
に
な
る
の
は
人
間
同
士
の

対
話
。
人
が
集
ま
っ
て
「
さ
あ
、
ど
う

し
よ
う
」
と
会
話
を
始
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
公
園
は
、
そ
の
対
話

が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
の
で
す
。

顔
を
合
わ
せ
て
の
対
話
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

─
─
現
代
は
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
、
特
に
都
心
部
の
若
者

は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
人
間
同
士
の
交
流

が
あ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ
ま
す
。
で
も
、

今
の
人
は
あ
ま
り
話
を
し
ま
せ
ん
。
１

日
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
っ
て
仕
事

を
し
て
、
隣
の
席
の
人
と
会
話
を
し
な

い
人
も
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
、
人
間
同
士
の
対
話
が
減
っ
た

の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
便
利
で
快
適
で
す
。
交
流

安藤氏が淡路島に設計した「淡路夢舞台」の一角をなす、斜面を彩
る百段苑。明治時代の植林で緑がよみがえった六甲山をイメージ
し、造成された山の斜面に苗木を植えた

「うめきた２期地区開発プロジェクト」 北公園完成イメージ。豊か
な緑とダイナミックな水景のある憩いの空間

Photo by Mitsuo Matsuoka

提供：グラングリーン大阪開発事業者
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し
て
い
る
つ
も
り
に
も
な
り
ま
す
が
、

気
付
け
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
登
場
し

て
か
ら
の
20
年
ほ
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
な
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
の
頭
で
考
え
る
機
会
も
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
便
利
で
快
適
な
生
活
と

引
き
換
え
に
失
っ
た
も
の
は
大
き
い
。

果
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
、
根
本
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
今
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
便
利
で
快
適
で
す
が
、

隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
分
か
ら
な
い

の
が
当
た
り
前
で
、
会
話
を
交
わ
す
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
防
災

訓
練
で
住
人
が
１
階
の
広
場
に
集
ま
る

と
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
、
犬
や
猫
を

抱
い
て
い
る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
会

話
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
時

に
、
人
と
人
が
集
ま
っ
て
会
話
を
す
る

こ
と
か
ら
し
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

─
─
公
共
建
築
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
に
な
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
個
人
の
住
宅
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
の
事
実
上
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
「
住

吉
の
長
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
家
は

平
面
を
3
分
割
し
て
中
央
に
中
庭
を
設

け
て
い
ま
す
。
極
小
の
生
活
空
間
で
す

が
、
ぱ
っ
と
上
を
見
る
と
中
庭
を
通
し

て
自
分
だ
け
の
空
が
見
え
る
。
そ
の
代

わ
り
、
部
屋
か
ら
台
所
に
行
く
に
は
、

一
度
外
に
出
て
中
庭
を
通
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
不
便
だ
け
れ
ど
自

然
と
共
存
し
て
い
る
家
で
す
。
中
庭
に

よ
っ
て
生
活
動
線
が
分
断
さ
れ
る
「
住

吉
の
長
屋
」
は
、
施
主
に
不
便
な
生
活

を
強
い
る
家
と
し
て
、
当
時
た
く
さ
ん

の
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
一
部
か

ら
は
「
便
利
で
快
適
な
家
が
追
い
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
ん
な
家
を
つ
く

る
と
は
！
」
と
い
う
評
価
も
頂
き
、
日

本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
住

吉
の
長
屋
」
の
施
主
夫
婦
は
、「
暑
い
、

寒
い
」
と
文
句
を
言
い
な
が
ら
も
、
今

も
こ
の
家
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。
夫

婦
の
忍
耐
力
と
創
造
力
で
、
不
便
を
克

服
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
私
の
つ
く
る

家
は
、
だ
い
た
い
住
み
こ
な
す
こ
と
に

工
夫
を
要
し
ま
す
。
住
ま
い
手
が
不
便

さ
に
つ
い
て
会
話
し
た
り
、
合
理
性
を

超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
生
活
の
豊
か
さ

に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
中
で
、
自
分

た
ち
の
新
し
い
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
間
の
住
ま

い
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
が
あ
る

ん
で
す
。

自
由
に
世
界
に
は
ば
た
く

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

─
─
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
施
設
「
こ

1  家の３分の１が中庭になっている「住吉の長屋」

2, 3  「こども本の森」は大阪・中之島のほか遠野、神戸、熊本
にあり、松山、札幌、鹿児島でも計画中。県や市が準備する
土地に安藤氏が建物をつくり寄贈。「社会に自分なりの恩返
しがしたい」と、設計監理料や建設費など、すべて安藤氏の
寄付による。蔵書の準備や運営資金は個人・企業からの寄付
でまかない、官民一体でつくりあげている
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ど
も
本
の
森
」
を
日
本
各
地
に
設
計
し
、

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
あ
る

神
戸
や
熊
本
の
「
こ
ど
も
本
の
森
」
は
、

震
災
の
教
訓
か
ら
命
の
大
切
さ
を
学
び

世
界
へ
発
信
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。私

は
大
阪
の
下
町
育
ち
で
、
子
ど
も

の
頃
に
本
を
読
む
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
い
う
か
、
本
が
な
い
か
ら

読
め
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
経
済
的
な

理
由
と
学
力
の
問
題
か
ら
大
学
に
行
け

ず
、
ひ
た
す
ら
独
学
で
建
築
の
勉
強
を

し
て
い
た
た
め
、
読
書
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
に
気
付
い
た
の
は
大
人
に
な
っ
て

か
ら
。
も
っ
と
幼
い
頃
か
ら
、
絵
本
や

文
学
に
触
れ
て
い
れ
ば
と
後
悔
も
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
は
自
由
に
本
と
触
れ
合
う
機
会

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
「
こ
ど
も
本
の
森
」

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
勇

敢
に
、
元
気
よ
く
自
由
に
世
界
へ
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
豊
か

な
感
性
や
想
像
力
を
育
む
こ
と
が
大
切

で
す
。
本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
読
書
体
験
は
重
要

で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
の
で

は
な
く
本
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
、

自
分
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
大
切
な
１

冊
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大

震
災
で
は
震
災
遺
児
育
英
資
金
「
桃
・

柿
育
英
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
被
災
地
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
桃
・
柿
育
英
会
」
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
親
を
失
っ
た
遺
児
た
ち
の

生
活
や
学
業
を
支
援
し
よ
う
と
設
立
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
毎
年
１
口

1
万
円
の
寄
付
を
10
年
間
続
け
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
お
金
の
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
心
か
ら
支
援
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
10
年

間
で
約
５
億
円
を
集
め
、
兵
庫
県
を
通

じ
て
４
１
８
人
の
遺
児
に
支
給
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
で
再
び
「
桃
・
柿

育
英
会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
、
賛

助
会
員
は
2
万
5
千
人
を
超
え
、
寄
付

総
額
は
52
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
被
災
3
県
を
通
じ
て
約

１
９
０
０
人
の
遺
児
に
支
給
さ
れ
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
当
初
は
10
年
間
続
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
人
の

結
束
力
の
強
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
地
震
列
島
の
上
に
住
ん
で
い
る

以
上
、
日
本
人
は
共
に
助
け
合
わ
な
い

と
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
認
識
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
地
で
災
害
が

起
き
た
と
き
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
被
災
地
に

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
「
共
に
生
き

て
き
た
国
」
の
あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

希
望
の
向
こ
う
に
夢
が
あ
る

そ
れ
を
育
む
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

─
─
２
度
の
大
病
を
ご
経
験
さ
れ
て
い

ま
す
が
「
人
生
こ
れ
か
ら
」「
最
後
ま

で
青
春
を
生
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
２
０
０
９
年
の
手
術
で
胆
嚢
と

胆
管
と
十
二
指
腸
を
、
14
年
の
手
術
で

膵
臓
と
脾
臓
を
取
り
ま
し
た
。
五
つ
内

臓
が
な
い
身
体
で
す
が
、
今
も
日
々
仕

事
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
医
者
か
ら

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
組
み
立
て
な

い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
、
生
活
を

変
え
ま
し
た
。
１
日
６
回
血
糖
値
を
測

り
、
１
万
歩
歩
き
、
昼
は
１
時
間
休
み
、

夕
方
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
で
運
動
。

こ
れ
を
１
日
も
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
ま

す
。
努
力
し
て
る
ん
で
す
よ
。
お
か
げ

さ
ま
で
不
調
も
な
く
、
元
気
に
仕
事
を

続
け
て
い
ま
す
。

私
は
兵
庫
県
立
美
術
館
や
「
こ
ど
も

本
の
森
」
に
、
青
い
り
ん
ご
の
オ
ブ
ジ
ェ

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
が
70
代
で
作
っ
た
「
青
春
の
詩
」

に
「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
時
期
で
は

な
く
心
の
持
ち
方
を
い
う
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。「
希
望
を
心
に
持
ち
続

け
る
限
り
、
人
間
は
い
つ
ま
で
も
青
春

を
生
き
ら
れ
る
」。
私
は
こ
れ
に
賛
同

し
、
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
い
つ

ま
で
も
未
熟
で
青
い
り
ん
ご
を
あ
ち
こ

ち
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

95
歳
に
な
っ
て
も
、
1
0
0
歳
に
な
っ

て
も
、
生
涯
青
春
の
り
ん
ご
を
胸
に
、

希
望
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
希
望
の

向
こ
う
に
夢
が
あ
る
。
夢
と
希
望
の
手

前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
そ
う
い

う
ふ
う
に
考
え
た
ら
、
社
会
は
お
も
し

ろ
い
で
す
よ
。

「永遠の青春」と名付けた青いりんごの
オブジェ。兵庫県立美術館をはじめ、
「こども本の森」などに置かれている
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し
て
い
る
つ
も
り
に
も
な
り
ま
す
が
、

気
付
け
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
登
場
し

て
か
ら
の
20
年
ほ
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
な
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
の
頭
で
考
え
る
機
会
も
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
便
利
で
快
適
な
生
活
と

引
き
換
え
に
失
っ
た
も
の
は
大
き
い
。

果
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
、
根
本
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
今
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
便
利
で
快
適
で
す
が
、

隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
分
か
ら
な
い

の
が
当
た
り
前
で
、
会
話
を
交
わ
す
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
防
災

訓
練
で
住
人
が
１
階
の
広
場
に
集
ま
る

と
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
、
犬
や
猫
を

抱
い
て
い
る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
会

話
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
時

に
、
人
と
人
が
集
ま
っ
て
会
話
を
す
る

こ
と
か
ら
し
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

─
─
公
共
建
築
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
に
な
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
個
人
の
住
宅
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
の
事
実
上
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
「
住

吉
の
長
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
家
は

平
面
を
3
分
割
し
て
中
央
に
中
庭
を
設

け
て
い
ま
す
。
極
小
の
生
活
空
間
で
す

が
、
ぱ
っ
と
上
を
見
る
と
中
庭
を
通
し

て
自
分
だ
け
の
空
が
見
え
る
。
そ
の
代

わ
り
、
部
屋
か
ら
台
所
に
行
く
に
は
、

一
度
外
に
出
て
中
庭
を
通
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
不
便
だ
け
れ
ど
自

然
と
共
存
し
て
い
る
家
で
す
。
中
庭
に

よ
っ
て
生
活
動
線
が
分
断
さ
れ
る
「
住

吉
の
長
屋
」
は
、
施
主
に
不
便
な
生
活

を
強
い
る
家
と
し
て
、
当
時
た
く
さ
ん

の
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
一
部
か

ら
は
「
便
利
で
快
適
な
家
が
追
い
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
ん
な
家
を
つ
く

る
と
は
！
」
と
い
う
評
価
も
頂
き
、
日

本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
住

吉
の
長
屋
」
の
施
主
夫
婦
は
、「
暑
い
、

寒
い
」
と
文
句
を
言
い
な
が
ら
も
、
今

も
こ
の
家
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。
夫

婦
の
忍
耐
力
と
創
造
力
で
、
不
便
を
克

服
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
私
の
つ
く
る

家
は
、
だ
い
た
い
住
み
こ
な
す
こ
と
に

工
夫
を
要
し
ま
す
。
住
ま
い
手
が
不
便

さ
に
つ
い
て
会
話
し
た
り
、
合
理
性
を

超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
生
活
の
豊
か
さ

に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
中
で
、
自
分

た
ち
の
新
し
い
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
間
の
住
ま

い
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
が
あ
る

ん
で
す
。

自
由
に
世
界
に
は
ば
た
く

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

─
─
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
施
設
「
こ

1  家の３分の１が中庭になっている「住吉の長屋」

2, 3  「こども本の森」は大阪・中之島のほか遠野、神戸、熊本
にあり、松山、札幌、鹿児島でも計画中。県や市が準備する
土地に安藤氏が建物をつくり寄贈。「社会に自分なりの恩返
しがしたい」と、設計監理料や建設費など、すべて安藤氏の
寄付による。蔵書の準備や運営資金は個人・企業からの寄付
でまかない、官民一体でつくりあげている
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ど
も
本
の
森
」
を
日
本
各
地
に
設
計
し
、

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
あ
る

神
戸
や
熊
本
の
「
こ
ど
も
本
の
森
」
は
、

震
災
の
教
訓
か
ら
命
の
大
切
さ
を
学
び

世
界
へ
発
信
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。私

は
大
阪
の
下
町
育
ち
で
、
子
ど
も

の
頃
に
本
を
読
む
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
い
う
か
、
本
が
な
い
か
ら

読
め
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
経
済
的
な

理
由
と
学
力
の
問
題
か
ら
大
学
に
行
け

ず
、
ひ
た
す
ら
独
学
で
建
築
の
勉
強
を

し
て
い
た
た
め
、
読
書
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
に
気
付
い
た
の
は
大
人
に
な
っ
て

か
ら
。
も
っ
と
幼
い
頃
か
ら
、
絵
本
や

文
学
に
触
れ
て
い
れ
ば
と
後
悔
も
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
は
自
由
に
本
と
触
れ
合
う
機
会

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
「
こ
ど
も
本
の
森
」

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
勇

敢
に
、
元
気
よ
く
自
由
に
世
界
へ
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
豊
か

な
感
性
や
想
像
力
を
育
む
こ
と
が
大
切

で
す
。
本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
読
書
体
験
は
重
要

で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
の
で

は
な
く
本
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
、

自
分
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
大
切
な
１

冊
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大

震
災
で
は
震
災
遺
児
育
英
資
金
「
桃
・

柿
育
英
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
被
災
地
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
桃
・
柿
育
英
会
」
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
親
を
失
っ
た
遺
児
た
ち
の

生
活
や
学
業
を
支
援
し
よ
う
と
設
立
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
毎
年
１
口

1
万
円
の
寄
付
を
10
年
間
続
け
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
お
金
の
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
心
か
ら
支
援
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
10
年

間
で
約
５
億
円
を
集
め
、
兵
庫
県
を
通

じ
て
４
１
８
人
の
遺
児
に
支
給
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
で
再
び
「
桃
・
柿

育
英
会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
、
賛

助
会
員
は
2
万
5
千
人
を
超
え
、
寄
付

総
額
は
52
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
被
災
3
県
を
通
じ
て
約

１
９
０
０
人
の
遺
児
に
支
給
さ
れ
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
当
初
は
10
年
間
続
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
人
の

結
束
力
の
強
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
地
震
列
島
の
上
に
住
ん
で
い
る

以
上
、
日
本
人
は
共
に
助
け
合
わ
な
い

と
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
認
識
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
地
で
災
害
が

起
き
た
と
き
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
被
災
地
に

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
「
共
に
生
き

て
き
た
国
」
の
あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

希
望
の
向
こ
う
に
夢
が
あ
る

そ
れ
を
育
む
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

─
─
２
度
の
大
病
を
ご
経
験
さ
れ
て
い

ま
す
が
「
人
生
こ
れ
か
ら
」「
最
後
ま

で
青
春
を
生
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
２
０
０
９
年
の
手
術
で
胆
嚢
と

胆
管
と
十
二
指
腸
を
、
14
年
の
手
術
で

膵
臓
と
脾
臓
を
取
り
ま
し
た
。
五
つ
内

臓
が
な
い
身
体
で
す
が
、
今
も
日
々
仕

事
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
医
者
か
ら

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
組
み
立
て
な

い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
、
生
活
を

変
え
ま
し
た
。
１
日
６
回
血
糖
値
を
測

り
、
１
万
歩
歩
き
、
昼
は
１
時
間
休
み
、

夕
方
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
で
運
動
。

こ
れ
を
１
日
も
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
ま

す
。
努
力
し
て
る
ん
で
す
よ
。
お
か
げ

さ
ま
で
不
調
も
な
く
、
元
気
に
仕
事
を

続
け
て
い
ま
す
。

私
は
兵
庫
県
立
美
術
館
や
「
こ
ど
も

本
の
森
」
に
、
青
い
り
ん
ご
の
オ
ブ
ジ
ェ

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
が
70
代
で
作
っ
た
「
青
春
の
詩
」

に
「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
時
期
で
は

な
く
心
の
持
ち
方
を
い
う
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。「
希
望
を
心
に
持
ち
続

け
る
限
り
、
人
間
は
い
つ
ま
で
も
青
春

を
生
き
ら
れ
る
」。
私
は
こ
れ
に
賛
同

し
、
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
い
つ

ま
で
も
未
熟
で
青
い
り
ん
ご
を
あ
ち
こ

ち
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

95
歳
に
な
っ
て
も
、
1
0
0
歳
に
な
っ

て
も
、
生
涯
青
春
の
り
ん
ご
を
胸
に
、

希
望
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
希
望
の

向
こ
う
に
夢
が
あ
る
。
夢
と
希
望
の
手

前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
そ
う
い

う
ふ
う
に
考
え
た
ら
、
社
会
は
お
も
し

ろ
い
で
す
よ
。

「永遠の青春」と名付けた青いりんごの
オブジェ。兵庫県立美術館をはじめ、
「こども本の森」などに置かれている
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９
月
は
「
秋
分
の
日
」
に
合
わ
せ
て

行
事
食
を
提
供
し
ま
す
。
鮭
や
鯖
を

使
っ
た
押
し
寿
司
、
カ
ボ
チ
ャ
の
炊
き

合
わ
せ
、
柿
の
甘
酢
和
え
、
練
り
切
り

と
い
う
、
見
た
目
に
も
美
味
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
患
者
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

旬
の
食
材
は
豊
富
に
市
場
に
出
回
る

た
め
安
価
で
あ
り
、
お
財
布
事
情
に
優

し
い
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
鮮
度

が
良
く
、
栄
養
価
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
な
ら
で
は
の
味
覚
を
楽
し
め
る

こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
魅
力
で
す
。

栄
養
豊
富
な
食
材
を
食
べ
て

風
邪
予
防

秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
り
、
一
年
の

中
で
も
旬
の
食
材
が
豊
か
な
時
期
で

す
。
ま
た
、
秋
の
食
材
は
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
た

め
、
夏
場
の
疲
れ
を
と
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、「
秋
は
甘
味
」
と
い
っ

て
冬
場
に
備
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
（
糖
質
が
豊
富
に
な
る
）
食
材
が
多

い
た
め
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
厳
し
い
冬

に
備
え
た
体
作
り
に
も
役
立
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
は
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
り
一

年
中
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
収
穫
期
で

あ
る
夏
に
取
り
入
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く

追
熟
し
た
秋
の
カ
ボ
チ
ャ
は
甘
味
が
増

し
、
β
カ
ロ
テ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊

富
で
、
風
邪
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
果
物
の
代
表
格
で
あ
る
柿

も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
す
。
意
外
に

も
、
レ
モ
ン
１
個
よ
り
柿
１
個
の
方
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は

食
事
で
体
調
管
理

こ
の
よ
う
に
、
食
べ
て
美
味
し
い
だ

け
で
な
く
栄
養
も
豊
富
な
秋
の
食
材
。

幅
広
い
料
理
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
飽
き
る
こ
と
な
く
「
食
欲
の
秋
」

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
は
涼

し
く
過
ご
し
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
初
秋
は
暑
さ
が
残
り
、
晩
秋

は
ぐ
っ
と
気
温
が
下
が
る
た
め
、
意
外

に
も
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。

秋
の
栄
養
豊
富
な
食
材
を
う
ま
く
取
り

入
れ
て
、
季
節
の
変
わ
り
目
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

季
節
を
感
じ
る
行
事
食

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

当院では、患者さんに四季を感じていただけるよう、季節の行事に合わせて食
事を提供しています。行事食は栄養バランスに留意するだけでなく、旬の食材
を多く取り入れて、見た目も楽しめる工夫をしていることが特徴です。

秋
の
食
材
で
美
味
し
く
健
康
管
理
を
！

管理栄養士

黛 珠里
Shuri Mayuzumi

秋分の日の行事食（実際に以前提供したもの） 栄養士がバランスも考慮しながらメニューを作成している

エネルギー
たんぱく質
脂 質
炭 水 化 物
食塩相当量

743
30.0
18.2

110.2
2.3

kcal
g
g
g
g

：
：
：
：
：

栄養価
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無
痛
分
娩
を

積
極
的
に
推
進

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
無
痛
分
娩

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
麻
酔
科
医
が

通
常
の
病
院
手
術
管
理
と
並
行
し
て

行
っ
て
い
た
た
め
、
対
応
可
能
な
患
者

数
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、本

年
か
ら
麻
酔
科
医
の
指
導
・
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、
産
婦
人
科
医
が
無
痛
分
娩
の

導
入
・
管
理
を
行
い
、よ
り
積
極
的
に
進

め
て
い
け
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
無
痛
分
娩

は
月
曜
日
と
水
曜
日
の
み
の
計
画
出
産

で
し
た
が
、
原
則
と
し
て
平
日
の
日
中

は
毎
日
行
え
る
よ
う
に
変
更
。
以
前
は

計
画
日
よ
り
も
前
に
陣
痛
が
来
た
時
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在

は
麻
酔
管
理
者
と
病
棟
状
況
の
許
す
限

り
、
予
定
外
の
無
痛
分
娩
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

ご
家
族
に
寄
り
添
う

出
生
前
診
断

妊
娠
は
希
望
と
喜
び
で
あ
る
反
面
、

実
際
に
我
が
子
と
対
面
す
る
ま
で
に
不

安
も
混
在
し
ま
す
。
こ
の
不
安
に
対
応

す
る
た
め
に
発
展
し
て
き
た
医
療
が
出

生
前
診
断
で
す
。

当
院
で
は
染
色
体
異
常
を
調
べ
る
出

生
前
診
断
と
し
て
、
超
音
波
で
子
宮
内

を
観
察
し
な
が
ら
腹
部
か
ら
針
を
刺
し

羊
水
を
採
取
し
て
診
断
す
る
「
羊
水
染

色
体
検
査
」や
、４
種
類
の
血
液
検
査
と

母
体
背
景
（
年
齢
、
身
長
、
体
重
な
ど
）

か
ら
、
ダ
ウ
ン
症
と
18
ト
リ
ソ
ミ
ー
症

候
群
、
神
経
管
閉
鎖
不
全
症
の
可
能
性

を
判
定
す
る
「
母
体
血
清
マ
ー
カ
ー
検

査
」、
２
種
類
の
血
液
検
査
と
首
の
後
ろ

の
む
く
み
で
診
断
す
る
「
コ
ン
バ
イ
ン

ド
検
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
現

在
、「
新
型
出
生
前
検
査 

＊（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）」

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
施
設
認
定
を
申

請
し
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
を
説
明
し
、
正
し

い
情
報
を
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
各

家
庭
で
熟
慮
い
た
だ
き
ま
す
。
判
断
さ

れ
た
選
択
を
当
院
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
、妊
娠
を
継
続
さ
れ
る
方
に
は
、高
度

で
専
門
的
な
母
子
医
療
を
提
供
す
る
周

産
期
セ
ン
タ
ー
な
ど
連
携
病
院
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜（第 2・4・5）、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

妊娠・出産は女性や家族にとって、とても貴重な出来事です。
当院では、無痛分娩や出生前診断の拡充に努め、医師・助産師ともに研さんし、
常にホスピタリティを持って全力で挑んでいます。

無
痛
分
娩
と
出
生
前
診
断

妊
娠・出
産
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

産婦人科部長

堀越 嗣博
Tsuguhiro Horikoshi

JRC OMORI HOSPITAL

妊娠11週の4Dエコー写真。4Dエコー検
査は、形態異常を調べるためにも行われ
る。妊娠16週以降から行うことが多い
が、当院は10 〜 11週でも対応

先天性
疾患の有無
あり 3-5％

コピー数
バリアント　
　

95-97％ 40％

多因子
形質

ダウン症（21トリソミー症候群）

53％

18トリソミー症候群

13％

5％

環境・催奇形因子

染色体疾患
25％

20％

単一
遺伝子
異常

10％

5％

13トリソミー
症候群

13％

性染色体の
数的異常

16％
その他

なし

さいき けい

■ 先天性疾患の原因と染色体疾患の種類 ■

＊母体の採血から胎児のDNAを採取し、染色体異常症の可能性を調べる検査。流産の心配なく精度の高い結果が得られます
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９
月
は
「
秋
分
の
日
」
に
合
わ
せ
て

行
事
食
を
提
供
し
ま
す
。
鮭
や
鯖
を

使
っ
た
押
し
寿
司
、
カ
ボ
チ
ャ
の
炊
き

合
わ
せ
、
柿
の
甘
酢
和
え
、
練
り
切
り

と
い
う
、
見
た
目
に
も
美
味
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
患
者
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

旬
の
食
材
は
豊
富
に
市
場
に
出
回
る

た
め
安
価
で
あ
り
、
お
財
布
事
情
に
優

し
い
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
鮮
度

が
良
く
、
栄
養
価
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
な
ら
で
は
の
味
覚
を
楽
し
め
る

こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
魅
力
で
す
。

栄
養
豊
富
な
食
材
を
食
べ
て

風
邪
予
防

秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
り
、
一
年
の

中
で
も
旬
の
食
材
が
豊
か
な
時
期
で

す
。
ま
た
、
秋
の
食
材
は
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
た

め
、
夏
場
の
疲
れ
を
と
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、「
秋
は
甘
味
」
と
い
っ

て
冬
場
に
備
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
（
糖
質
が
豊
富
に
な
る
）
食
材
が
多

い
た
め
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
厳
し
い
冬

に
備
え
た
体
作
り
に
も
役
立
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
は
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
り
一

年
中
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
収
穫
期
で

あ
る
夏
に
取
り
入
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く

追
熟
し
た
秋
の
カ
ボ
チ
ャ
は
甘
味
が
増

し
、
β
カ
ロ
テ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊

富
で
、
風
邪
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
果
物
の
代
表
格
で
あ
る
柿

も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
す
。
意
外
に

も
、
レ
モ
ン
１
個
よ
り
柿
１
個
の
方
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は

食
事
で
体
調
管
理

こ
の
よ
う
に
、
食
べ
て
美
味
し
い
だ

け
で
な
く
栄
養
も
豊
富
な
秋
の
食
材
。

幅
広
い
料
理
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
飽
き
る
こ
と
な
く
「
食
欲
の
秋
」

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
は
涼

し
く
過
ご
し
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
初
秋
は
暑
さ
が
残
り
、
晩
秋

は
ぐ
っ
と
気
温
が
下
が
る
た
め
、
意
外

に
も
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。

秋
の
栄
養
豊
富
な
食
材
を
う
ま
く
取
り

入
れ
て
、
季
節
の
変
わ
り
目
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

季
節
を
感
じ
る
行
事
食

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

当院では、患者さんに四季を感じていただけるよう、季節の行事に合わせて食
事を提供しています。行事食は栄養バランスに留意するだけでなく、旬の食材
を多く取り入れて、見た目も楽しめる工夫をしていることが特徴です。

秋
の
食
材
で
美
味
し
く
健
康
管
理
を
！

管理栄養士

黛 珠里
Shuri Mayuzumi

秋分の日の行事食（実際に以前提供したもの） 栄養士がバランスも考慮しながらメニューを作成している

エネルギー
たんぱく質
脂 質
炭 水 化 物
食塩相当量

743
30.0
18.2

110.2
2.3

kcal
g
g
g
g

：
：
：
：
：

栄養価
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無
痛
分
娩
を

積
極
的
に
推
進

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
無
痛
分
娩

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
麻
酔
科
医
が

通
常
の
病
院
手
術
管
理
と
並
行
し
て

行
っ
て
い
た
た
め
、
対
応
可
能
な
患
者

数
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、本

年
か
ら
麻
酔
科
医
の
指
導
・
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、
産
婦
人
科
医
が
無
痛
分
娩
の

導
入
・
管
理
を
行
い
、よ
り
積
極
的
に
進

め
て
い
け
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
無
痛
分
娩

は
月
曜
日
と
水
曜
日
の
み
の
計
画
出
産

で
し
た
が
、
原
則
と
し
て
平
日
の
日
中

は
毎
日
行
え
る
よ
う
に
変
更
。
以
前
は

計
画
日
よ
り
も
前
に
陣
痛
が
来
た
時
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在

は
麻
酔
管
理
者
と
病
棟
状
況
の
許
す
限

り
、
予
定
外
の
無
痛
分
娩
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

ご
家
族
に
寄
り
添
う

出
生
前
診
断

妊
娠
は
希
望
と
喜
び
で
あ
る
反
面
、

実
際
に
我
が
子
と
対
面
す
る
ま
で
に
不

安
も
混
在
し
ま
す
。
こ
の
不
安
に
対
応

す
る
た
め
に
発
展
し
て
き
た
医
療
が
出

生
前
診
断
で
す
。

当
院
で
は
染
色
体
異
常
を
調
べ
る
出

生
前
診
断
と
し
て
、
超
音
波
で
子
宮
内

を
観
察
し
な
が
ら
腹
部
か
ら
針
を
刺
し

羊
水
を
採
取
し
て
診
断
す
る
「
羊
水
染

色
体
検
査
」や
、４
種
類
の
血
液
検
査
と

母
体
背
景
（
年
齢
、
身
長
、
体
重
な
ど
）

か
ら
、
ダ
ウ
ン
症
と
18
ト
リ
ソ
ミ
ー
症

候
群
、
神
経
管
閉
鎖
不
全
症
の
可
能
性

を
判
定
す
る
「
母
体
血
清
マ
ー
カ
ー
検

査
」、
２
種
類
の
血
液
検
査
と
首
の
後
ろ

の
む
く
み
で
診
断
す
る
「
コ
ン
バ
イ
ン

ド
検
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
現

在
、「
新
型
出
生
前
検
査 

＊（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）」

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
施
設
認
定
を
申

請
し
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
を
説
明
し
、
正
し

い
情
報
を
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
各

家
庭
で
熟
慮
い
た
だ
き
ま
す
。
判
断
さ

れ
た
選
択
を
当
院
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
、妊
娠
を
継
続
さ
れ
る
方
に
は
、高
度

で
専
門
的
な
母
子
医
療
を
提
供
す
る
周

産
期
セ
ン
タ
ー
な
ど
連
携
病
院
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜（第 2・4・5）、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

妊娠・出産は女性や家族にとって、とても貴重な出来事です。
当院では、無痛分娩や出生前診断の拡充に努め、医師・助産師ともに研さんし、
常にホスピタリティを持って全力で挑んでいます。

無
痛
分
娩
と
出
生
前
診
断

妊
娠・出
産
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

産婦人科部長

堀越 嗣博
Tsuguhiro Horikoshi

JRC OMORI HOSPITAL

妊娠11週の4Dエコー写真。4Dエコー検
査は、形態異常を調べるためにも行われ
る。妊娠16週以降から行うことが多い
が、当院は10 〜 11週でも対応

先天性
疾患の有無
あり 3-5％

コピー数
バリアント　
　

95-97％ 40％

多因子
形質

ダウン症（21トリソミー症候群）

53％

18トリソミー症候群

13％

5％

環境・催奇形因子

染色体疾患
25％

20％

単一
遺伝子
異常

10％

5％

13トリソミー
症候群

13％

性染色体の
数的異常

16％
その他

なし

さいき けい

■ 先天性疾患の原因と染色体疾患の種類 ■

＊母体の採血から胎児のDNAを採取し、染色体異常症の可能性を調べる検査。流産の心配なく精度の高い結果が得られます
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ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
世
界
中
で

予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防

接
種
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
て
、

病
気
に
か
か
る
こ
と
を
予
防
し
た
り
、

病
気
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
重
い
症
状

に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
で
す
。

本
人
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人

へ
の
感
染
の
広
が
り
を
防
ぐ
（
集
団
予

防
）効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
児
期
に
接
種
す
る
こ
と
が
大
切

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
に
対
す
る
抗
体

が
つ
く
ら
れ
、
本
当
の
病
原
体
が
体
の

中
に
入
っ
て
き
た
と
き
に
病
気
に
か
か

る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
抗
体

に
よ
っ
て
、
多
く
の
病
原
体
か
ら
守
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
生
後
５
〜
６
カ
月
頃

か
ら
そ
の
抗
体
が
減
少
し
、
感
染
症
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

に
予
防
接
種
の
十
分
な
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
生
後
２
カ
月
か
ら
予

防
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
は
、
十

分
な
免
疫
を
作
る
た
め
に
乳
児
期
に

数
回
の
接
種
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、生
後
１
歳
ま
で
は
予
防

接
種
の
た
め
に
複
数
回
小
児
科
を
受
診

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
長
い
人
生
を
考
え
て
、
ワ
ク

チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
に
か
か
ら
な

い
、
か
か
っ
て
も
軽
く
済
ま
せ
る
た
め

に
大
切
な
受
診
な
の
で
す
。

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
計
画
的
に

こ
の
10
年
ほ
ど
で
出
生
時
か
ら
２
歳

ま
で
に
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
だ
け
で
も
か
な
り
種
類
が
増
え
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
に
ヒ
ブ
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）・
四
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
・
ポ

リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
五
種
混

合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
・

ポ
リ
オ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
年
５
月
に
、＊
13
価
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
15
価
の
同
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
覚
え
る
の
は
大
変
で
す

が
、
下
表
を
参
考
に
し
て
計
画
的
に
予

防
接
種
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
の
大
切
さ

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

皆さんは予防接種に対してどのようなイメージをお持ちですか？
 「痛くて子どもがかわいそう」「何度も受診するのが大変」などさまざまな意見が
あると思いますが、予防接種は病気から子どもたちを守るための大切な手段です。

予防接種のスケジュールや副反応などについて、心配
や疑問があれば相談を

小児科医師

久野 はる香
Haruka Kuno

＊価数：ワクチンに含まれるウイルスの種類の数

生後2カ月から1歳になるまでの標準的な予防接種スケジュール

1回目	 2回目	 3回目

1回目	 2回目	 	 	 		 	 3回目

1回目	 2回目	 3回目	 1価は生後24週、
	 	 5価のみ	 5価は生後32週までに終了

	 	 	 	 	
1回目	 2回目	 3回目

	 	 	 1回目

 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7〜8カ月

五種混合
（または四種

混合・ヒブ）

肺炎球菌

B 型肝炎

ロタウイルス

BCG
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献血の４つのメリットあなたの職場でも
献血を実施しませんか？

献血は、患者さんのいのちを救うことができる
身近なボランティア！1

職場内コミュニケーションの場としてもgood！ 3

血液の検査結果をお知らせするので、自身の
健康管理に活用できます♪ 2

継続的に協力いただいた企業を対象とした
表彰制度があります！ 4

献血NEWS

CSR活動・社会貢献活動としての献血
〜献血を実施いただける企業や学校など団体を募集しています！〜

　東京都赤十字血液センターでは、企業や団体の皆さんに、献血バスや会議室での献血の協力を
お願いしています。献血は企業の CSR 活動や社会貢献活動の取り組みにもなります。また、活動を
通してSDGsに貢献することができます。必要なのは「協力いただける方」と「会議室などのスペー
ス」だけです！ぜひ東京都赤十字血液センターのホームページから詳細をご覧ください！

企業や学校での出張献血開催について

協力いただく内容
・	会議室など室内スペースまたは献血バスでの献血実施
・	都内13カ所の献血ルームでの集団献血協力

必要な広さ
・	会議室など屋内スペースの場合＝80〜100m2程度のスペース
・献血バスの場合＝	献血バスの駐車スペース	＋	車外での献血受付・

休憩場所

献血バスを配車する際の協力人数
・１日呼ぶ場合＝受付人数で60人以上（目安）
・半日呼ぶ場合＝受付人数で20人以上（目安）

実施に際しての留意事項
・献血の種類は全血400mL献血をお願いしています
・費用の負担はありません	
・実施時期などは要望を伺います

　これまで大きな病気もせず過ごしていましたが突然、急性リンパ性
白血病と診断されました。4歳の双子の子どももおり、病気を受け入れら
れる間もなく入院、治療が始まりました。さまざまな輸血を使用する中で、
この輸血がなかったら私のいのちはないのだと思い、涙が溢れました。
　現在も治療中で不安になることもありますが、献血してくださった皆さ
まから繋いで頂いているいのちを大切に、これからも闘病していきたい
と思います。
　私が病気になってからは、夫も献血に行くようになりました。
　皆さまに感謝の気持ちです。ありがとうございます。

東京都赤十字血液センター
事業推進一部	献血推進課（推進係）
電話：03-5272-3522
　　　03-5272-3523
　　　（いずれも平日9時〜17時）

東京都赤十字
血液センター
ホームページ

↓
協力団体募集

↓

輸血がなかったら私のいのちはないのだと思い、
涙が溢れました。 ペンネーム モモちゃんさん

室内の献血会場

献血バス

輸血を受けた患者さんから
献血者の皆さんへ

「ありがとうの声」

献血協力の
お申込先
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ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
世
界
中
で

予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防

接
種
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
て
、

病
気
に
か
か
る
こ
と
を
予
防
し
た
り
、

病
気
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
重
い
症
状

に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
で
す
。

本
人
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人

へ
の
感
染
の
広
が
り
を
防
ぐ
（
集
団
予

防
）効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
児
期
に
接
種
す
る
こ
と
が
大
切

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
に
対
す
る
抗
体

が
つ
く
ら
れ
、
本
当
の
病
原
体
が
体
の

中
に
入
っ
て
き
た
と
き
に
病
気
に
か
か

る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
抗
体

に
よ
っ
て
、
多
く
の
病
原
体
か
ら
守
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
生
後
５
〜
６
カ
月
頃

か
ら
そ
の
抗
体
が
減
少
し
、
感
染
症
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

に
予
防
接
種
の
十
分
な
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
生
後
２
カ
月
か
ら
予

防
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
は
、
十

分
な
免
疫
を
作
る
た
め
に
乳
児
期
に

数
回
の
接
種
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、生
後
１
歳
ま
で
は
予
防

接
種
の
た
め
に
複
数
回
小
児
科
を
受
診

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
長
い
人
生
を
考
え
て
、
ワ
ク

チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
に
か
か
ら
な

い
、
か
か
っ
て
も
軽
く
済
ま
せ
る
た
め

に
大
切
な
受
診
な
の
で
す
。

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
計
画
的
に

こ
の
10
年
ほ
ど
で
出
生
時
か
ら
２
歳

ま
で
に
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
だ
け
で
も
か
な
り
種
類
が
増
え
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
に
ヒ
ブ
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）・
四
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
・
ポ

リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
五
種
混

合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
・

ポ
リ
オ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
年
５
月
に
、＊
13
価
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
15
価
の
同
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
覚
え
る
の
は
大
変
で
す

が
、
下
表
を
参
考
に
し
て
計
画
的
に
予

防
接
種
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
の
大
切
さ

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

皆さんは予防接種に対してどのようなイメージをお持ちですか？
 「痛くて子どもがかわいそう」「何度も受診するのが大変」などさまざまな意見が
あると思いますが、予防接種は病気から子どもたちを守るための大切な手段です。

予防接種のスケジュールや副反応などについて、心配
や疑問があれば相談を

小児科医師

久野 はる香
Haruka Kuno

＊価数：ワクチンに含まれるウイルスの種類の数

生後2カ月から1歳になるまでの標準的な予防接種スケジュール

1回目	 2回目	 3回目

1回目	 2回目	 	 	 		 	 3回目

1回目	 2回目	 3回目	 1価は生後24週、
	 	 5価のみ	 5価は生後32週までに終了

	 	 	 	 	
1回目	 2回目	 3回目

	 	 	 1回目

 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7〜8カ月

五種混合
（または四種

混合・ヒブ）

肺炎球菌

B 型肝炎

ロタウイルス

BCG
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献血の４つのメリットあなたの職場でも
献血を実施しませんか？

献血は、患者さんのいのちを救うことができる
身近なボランティア！1

職場内コミュニケーションの場としてもgood！ 3

血液の検査結果をお知らせするので、自身の
健康管理に活用できます♪ 2

継続的に協力いただいた企業を対象とした
表彰制度があります！ 4

献血NEWS

CSR活動・社会貢献活動としての献血
〜献血を実施いただける企業や学校など団体を募集しています！〜

　東京都赤十字血液センターでは、企業や団体の皆さんに、献血バスや会議室での献血の協力を
お願いしています。献血は企業の CSR 活動や社会貢献活動の取り組みにもなります。また、活動を
通してSDGsに貢献することができます。必要なのは「協力いただける方」と「会議室などのスペー
ス」だけです！ぜひ東京都赤十字血液センターのホームページから詳細をご覧ください！

企業や学校での出張献血開催について

協力いただく内容
・	会議室など室内スペースまたは献血バスでの献血実施
・	都内13カ所の献血ルームでの集団献血協力

必要な広さ
・	会議室など屋内スペースの場合＝80〜100m2程度のスペース
・献血バスの場合＝	献血バスの駐車スペース	＋	車外での献血受付・

休憩場所

献血バスを配車する際の協力人数
・１日呼ぶ場合＝受付人数で60人以上（目安）
・半日呼ぶ場合＝受付人数で20人以上（目安）

実施に際しての留意事項
・献血の種類は全血400mL献血をお願いしています
・費用の負担はありません	
・実施時期などは要望を伺います

　これまで大きな病気もせず過ごしていましたが突然、急性リンパ性
白血病と診断されました。4歳の双子の子どももおり、病気を受け入れら
れる間もなく入院、治療が始まりました。さまざまな輸血を使用する中で、
この輸血がなかったら私のいのちはないのだと思い、涙が溢れました。
　現在も治療中で不安になることもありますが、献血してくださった皆さ
まから繋いで頂いているいのちを大切に、これからも闘病していきたい
と思います。
　私が病気になってからは、夫も献血に行くようになりました。
　皆さまに感謝の気持ちです。ありがとうございます。

東京都赤十字血液センター
事業推進一部	献血推進課（推進係）
電話：03-5272-3522
　　　03-5272-3523
　　　（いずれも平日9時〜17時）

東京都赤十字
血液センター
ホームページ

↓
協力団体募集

↓

輸血がなかったら私のいのちはないのだと思い、
涙が溢れました。 ペンネーム モモちゃんさん

室内の献血会場

献血バス

輸血を受けた患者さんから
献血者の皆さんへ

「ありがとうの声」

献血協力の
お申込先
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食事をより楽しくする
新たな取り組み

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

年に一度の大冒険
「おたのしみ会」開催！

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。

6 月、5 歳児クラスの子どもたちが楽しみにしていた
「おたのしみ会」を行いました。この日は普段よりも少

し長い時間を保育園で過ごし、1 日を通してさまざまな遊び
や食事を楽しみます。保育士たちも張り切って準備を行い
ました。午前中はホールでの探索ごっこからスタート。秘密
基地に入るためのアイテムを探しにみんな大はしゃぎ。お
昼ごはんは、お家から持ってきたお弁当をみんなでホール
で食べました。普段は各クラスで給食を食べるため、いつも
と違う雰囲気にワクワクする様子が見られました。

行事を通じて、子どもたちの成長を実感

午後は秘密基地探検をしました。普段は保育室として使
用している部屋が、不思議な空間に大変身。薄暗い部屋に
緊張気味な子どもたちでしたが、秘密基地から出てくると

「楽しかった〜！」と笑顔で言ってくれました。1 日の最後は
パーティー会場で夕食。かわいく飾りつけられたホールで
おいしい給食を食べ、楽しい時間を過ごしました。

当園では季節ごとにさまざまな行事を準備しています。
行事での経験を通してみんなの笑顔と成長を見られること
を、職員一同楽しみにしています。

みんなで食べる
お弁当おいしいね！

ホールでのパーティーに
みんなワクワク

大きい葉っぱや
お花がいっぱいの
不思議な秘密基地

当園では、食事の時間が笑顔こぼれる楽しい時間にな
るように、温かい食事を提供することや、旬の食材を

取り入れることを心掛けています。
これまでは、栄養士が栄養計算をし、嗜好調査を取り入れ

た献立を立て、すべてのお部屋で同じ食事を提供してきまし
た。そのため、「今日はこれが食べたい」という声にすぐに応
じることが難しく、年齢層によって違う好みをどう取り入れ
るかという悩みもありました。そこで、ことしの 4 月から始
めたのが、より家庭的な食事づくりです。

食べたいものを相談してメニューを決める

新しい取り組みでは、お部屋ごとに子どもたちと職員が
一緒に食材を注文したり、スーパーで買い物をしたりして、
相談しながら献立を決めます。最近は子どもたちと職員の
間で、「何を頼もうか」「この食材から何ができる？」といっ
た食に関する話題も増えてきました。

調理が苦手な職員もいますが、「簡単なものから作ってみ
よう！」というスタンスで、栄養士や調理員にアドバイスを
もらったり調理実習などを受けたりしながら学び、食育を通
して子どもたちと関わっています。

ある日の夕食

一緒に買い物

とっても
おいしそうで
嬉しいね！
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日
本
赤
十
字
社
は
２
０
２
３
年
４
月
か
ら

３
年
計
画
で
大
洋
州
気
候
変
動
対
策
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
持
つ
力
に
着
目

し
、
特
に
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
力
と
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
の
知
識

を
つ
け
、
適
応
・
緩
和
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、「
ユ
ー
ス
の
た
め
の
気
候
変
動
研
修

（Y-Adapt

）」を
各
国
で
開
催
。参
加
者
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
育
成
さ
れ
、
自
国
の
赤

十
字
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
け
て
同
様
の

研
修
を
実
施
し
ま
す
。
研
修
で
知
識
を
つ
け
た

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
た
ち
の
地
域
に

持
ち
帰
り
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
い
、

実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

バ
ヌ
ア
ツ
赤
十
字
社
で
は
度
重
な
る
洪
水
や

家
屋
浸
水
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
溝

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
地
域
で
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
サ
モ
ア
赤
十
字
社
で
は
、

地
域
訪
問
の
際
に
環
境
負
荷
が
少
な
く
燃
料

費
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
も
安
価
な
自
転
車
を
使

用
。
車
よ
り
も
利
便
性
が
高
ま
り
、
未
舗
装
路

の
多
さ
か
ら
こ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ス
が
困
難
だ
っ

た
家
庭
や
災
害
弱
者
層
へ
の
訪
問
に
も
つ
な
が

り
、水
や
物
資
の
配
布
、救
急
法
講
習
の
開
催
な

ど
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
て
若
者
主
導
で

の
行
動
変
容
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

国際NEWS

赤
十
字
は
世
界
１
９
１
の
国
と
地
域
に
わ

た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
防
災
事
業
と
大
洋
州
（
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
以
東
の
太
平
洋
に
点
在
す
る
11
の
島
国
）
で

の
気
候
変
動
対
策
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
防
災
事
業

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
型
の
災
害
対
策

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
地
震
や
津
波
、洪
水
、干
ば

つ
、
地
滑
り
な
ど
自
然
災
害
の
多
い
国
で
あ
る

一
方
、地
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
、防
災

施
策
を
実
行
に
移
せ
な
い
地
方
行
政
の
体
制
な

ど
災
害
へ
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、島
々
で
構
成
さ
れ
た
国
で
あ
り
、災
害
時

に
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
赤
十
字
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

赤
十
字
社
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
軸
に
置
い

た
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
村
の

中
で
防
災
力
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
村
落
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｔ
）を
育
成
。彼

ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
し
て
防
災
・
減
災

へ
の
理
解
を
深
め
、
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
人
た
ち
に
普
及
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位
で
あ
る

家
庭
を
重
要
視
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｔ
が
家
庭
を
訪

問
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
保
や
家
庭
内
で
の
防
災

の
知
識
普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
洋
州
の
気
候
変
動
対
策
事
業

〜
気
候
変
動
の
脅
威
に
若
い
世
代
の
力
と

　アイ
デ
ア
で
立
ち
向
か
う

大
洋
州
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
様
あ
ら
ゆ
る

災
害
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
近

年
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
、
サ
イ
ク
ロ
ン

や
干
ば
つ
な
ど
の
災
害
が
強
大
化
す
る
と
と
も

に
、海
面
上
昇
、海
岸
侵
食
、海
洋
の
酸
性
化
が

深
刻
で
、
人
び
と
の
生
活
や
生
計
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

地域住民と行う世界各国での取り組み
〜インドネシアの防災事業と大洋州の気候変動対策事業〜

日赤職員による救急法の講習で応急手当などを学ぶ
SIBAT

※
毎
年
12
月
に
実
施
の
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
海
外
た
す
け
あ

い
」
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
で
、
上
記
の
よ
う
な
各

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

排水溝清掃活動をユース主導で実施するバヌアツ赤十字社
サント島支部ユースボランティア
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食事をより楽しくする
新たな取り組み

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

年に一度の大冒険
「おたのしみ会」開催！

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。

6 月、5 歳児クラスの子どもたちが楽しみにしていた
「おたのしみ会」を行いました。この日は普段よりも少

し長い時間を保育園で過ごし、1 日を通してさまざまな遊び
や食事を楽しみます。保育士たちも張り切って準備を行い
ました。午前中はホールでの探索ごっこからスタート。秘密
基地に入るためのアイテムを探しにみんな大はしゃぎ。お
昼ごはんは、お家から持ってきたお弁当をみんなでホール
で食べました。普段は各クラスで給食を食べるため、いつも
と違う雰囲気にワクワクする様子が見られました。

行事を通じて、子どもたちの成長を実感

午後は秘密基地探検をしました。普段は保育室として使
用している部屋が、不思議な空間に大変身。薄暗い部屋に
緊張気味な子どもたちでしたが、秘密基地から出てくると

「楽しかった〜！」と笑顔で言ってくれました。1 日の最後は
パーティー会場で夕食。かわいく飾りつけられたホールで
おいしい給食を食べ、楽しい時間を過ごしました。

当園では季節ごとにさまざまな行事を準備しています。
行事での経験を通してみんなの笑顔と成長を見られること
を、職員一同楽しみにしています。

みんなで食べる
お弁当おいしいね！

ホールでのパーティーに
みんなワクワク

大きい葉っぱや
お花がいっぱいの
不思議な秘密基地

当園では、食事の時間が笑顔こぼれる楽しい時間にな
るように、温かい食事を提供することや、旬の食材を

取り入れることを心掛けています。
これまでは、栄養士が栄養計算をし、嗜好調査を取り入れ

た献立を立て、すべてのお部屋で同じ食事を提供してきまし
た。そのため、「今日はこれが食べたい」という声にすぐに応
じることが難しく、年齢層によって違う好みをどう取り入れ
るかという悩みもありました。そこで、ことしの 4 月から始
めたのが、より家庭的な食事づくりです。

食べたいものを相談してメニューを決める

新しい取り組みでは、お部屋ごとに子どもたちと職員が
一緒に食材を注文したり、スーパーで買い物をしたりして、
相談しながら献立を決めます。最近は子どもたちと職員の
間で、「何を頼もうか」「この食材から何ができる？」といっ
た食に関する話題も増えてきました。

調理が苦手な職員もいますが、「簡単なものから作ってみ
よう！」というスタンスで、栄養士や調理員にアドバイスを
もらったり調理実習などを受けたりしながら学び、食育を通
して子どもたちと関わっています。

ある日の夕食

一緒に買い物

とっても
おいしそうで
嬉しいね！
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日
本
赤
十
字
社
は
２
０
２
３
年
４
月
か
ら

３
年
計
画
で
大
洋
州
気
候
変
動
対
策
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
持
つ
力
に
着
目

し
、
特
に
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
力
と
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
の
知
識

を
つ
け
、
適
応
・
緩
和
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、「
ユ
ー
ス
の
た
め
の
気
候
変
動
研
修

（Y-Adapt

）」を
各
国
で
開
催
。参
加
者
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
育
成
さ
れ
、
自
国
の
赤

十
字
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
け
て
同
様
の

研
修
を
実
施
し
ま
す
。
研
修
で
知
識
を
つ
け
た

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
た
ち
の
地
域
に

持
ち
帰
り
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
い
、

実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

バ
ヌ
ア
ツ
赤
十
字
社
で
は
度
重
な
る
洪
水
や

家
屋
浸
水
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
溝

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
地
域
で
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
サ
モ
ア
赤
十
字
社
で
は
、

地
域
訪
問
の
際
に
環
境
負
荷
が
少
な
く
燃
料

費
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
も
安
価
な
自
転
車
を
使

用
。
車
よ
り
も
利
便
性
が
高
ま
り
、
未
舗
装
路

の
多
さ
か
ら
こ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ス
が
困
難
だ
っ

た
家
庭
や
災
害
弱
者
層
へ
の
訪
問
に
も
つ
な
が

り
、水
や
物
資
の
配
布
、救
急
法
講
習
の
開
催
な

ど
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
て
若
者
主
導
で

の
行
動
変
容
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

国際NEWS

赤
十
字
は
世
界
１
９
１
の
国
と
地
域
に
わ

た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
防
災
事
業
と
大
洋
州
（
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
以
東
の
太
平
洋
に
点
在
す
る
11
の
島
国
）
で

の
気
候
変
動
対
策
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
防
災
事
業

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
型
の
災
害
対
策

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
地
震
や
津
波
、洪
水
、干
ば

つ
、
地
滑
り
な
ど
自
然
災
害
の
多
い
国
で
あ
る

一
方
、地
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
、防
災

施
策
を
実
行
に
移
せ
な
い
地
方
行
政
の
体
制
な

ど
災
害
へ
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、島
々
で
構
成
さ
れ
た
国
で
あ
り
、災
害
時

に
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
赤
十
字
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

赤
十
字
社
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
軸
に
置
い

た
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
村
の

中
で
防
災
力
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
村
落
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｔ
）を
育
成
。彼

ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
し
て
防
災
・
減
災

へ
の
理
解
を
深
め
、
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
人
た
ち
に
普
及
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位
で
あ
る

家
庭
を
重
要
視
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｔ
が
家
庭
を
訪

問
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
保
や
家
庭
内
で
の
防
災

の
知
識
普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
洋
州
の
気
候
変
動
対
策
事
業

〜
気
候
変
動
の
脅
威
に
若
い
世
代
の
力
と

　アイ
デ
ア
で
立
ち
向
か
う

大
洋
州
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
様
あ
ら
ゆ
る

災
害
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
近

年
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
、
サ
イ
ク
ロ
ン

や
干
ば
つ
な
ど
の
災
害
が
強
大
化
す
る
と
と
も

に
、海
面
上
昇
、海
岸
侵
食
、海
洋
の
酸
性
化
が

深
刻
で
、
人
び
と
の
生
活
や
生
計
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

地域住民と行う世界各国での取り組み
〜インドネシアの防災事業と大洋州の気候変動対策事業〜

日赤職員による救急法の講習で応急手当などを学ぶ
SIBAT

※
毎
年
12
月
に
実
施
の
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
海
外
た
す
け
あ

い
」
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
で
、
上
記
の
よ
う
な
各

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

排水溝清掃活動をユース主導で実施するバヌアツ赤十字社
サント島支部ユースボランティア
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2023年9月に行われた防災セミナーの様子。応急手当をテーマに、社員約70人が参加した

３回目となる紺綬
褒章（国家表彰）

を受ける

赤十字
Supporters

ま
す
。
公
共
性
の
高
い
赤
十
字
へ

の
寄
付
は
、
企
業
の
社
会
貢
献
と

い
う
面
か
ら
も
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
末
長
く
、

寄
付
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

22
年
か
ら
は
、
東
京
都
支
部
の

方
を
講
師
に
迎
え
て
の
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
年
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
は
全
社
員
が
参

加
し
、
22
年
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
を
、
23
年
に
は
応
急
手
当
を
テ
ー

マ
に
、
弊
社
も
販
売
し
て
い
る
ガ
ー

ゼ
包
帯
や
三
角
巾
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
初
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
機

会
を
得
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
ガ
ー

ゼ
包
帯
や
三
角
巾
の
使
い
方
を
学

ん
だ
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
応

急
手
当
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
も
、
献
血

に
携
わ
る
「
血
液
セ
ン
タ
ー
」
や

児
童
養
護
施
設
「
赤
十
字
子
供
の

家
」
を
見
学
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
赤
十
字
の
幅
広
い
活
動
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
予
防
・
衛
生
分
野
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
、
赤
十
字
の

活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
５
代
目
社
長
を
務
め
る

玉
川
衛
材
株
式
会
社
は
、

明
治
32（
１
８
９
９
）年
に
衛
生
材
料

加
工
業
と
し
て
創
業
し
て
以
来
、
医

薬
品
・
医
療
用
品
・
衛
生
雑
貨
の
製

造
・
販
売
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

赤
十
字
と
弊
社
と
の
関
わ
り
は
、

１
９
８
８
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
の
父
で
あ
る
先
代
社
長
が
、
日
本

赤
十
字
社
東
京
都
支
部
に
寄
付
を
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
以
来
長
年
に
わ

た
っ
て
寄
付
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
寄
付
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
赤
十
字
へ
の
寄
付
は
そ
の
行
き

先
・
使
い
道
が
分
か
る
点
が
良
い
と

考
え
た
た
め
で
す
。
紛
争
・
災
害
・

病
気
な
ど
で
苦
し
む
人
を
救
う
赤
十

字
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
予
防
・
衛

生
分
野
で
の
健
康
で
幸
せ
な
社
会
づ

く
り
へ
の
貢
献
を
掲
げ
る
弊
社
の
理

念
に
か
な
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の
寄
付

は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

行
き
先
・
使
い
道
が
分
か
る
寄
付
で

企
業
と
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す

玉
川
雅
之
さ
ん（
玉
川
衛
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

「予防・衛生分野に取り組む会社と
して、今後も赤十字の活動を支援
していきたい」と語る玉川さん
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●千代田区
上山　亮介 170万円
三枝　憲晋 20万円
赤木　弘資 10万円
太田　和範 10万円
宮島　昭夫 10万円
玉川衛材㈱ 4,000万円
㈱朝日写真ニュース社 40万円
㈱官庁通信社 30万円
翔和建物㈱ 20万円
中日マテリアル㈱ 20万円
（一財）寧波旅日同郷会 20万円
日本エンゼル㈱ 17万円
㈱アルファ 10万円
インパラ・プラチナム・ジャパン㈱ 10万円
国際総合企画㈱ 10万円
サンベック㈱ 10万円
ハートインターナショナル㈱ 10万円
●中央区
小野　進之介 20万2千円
髙﨑  勝之助 10万円
田村　恵津枝 10万円
ジャパンパイル㈱ 50万円
日正海運㈱ 10万円
日本カーボン㈱ 10万円
（一財）日本ダム協会 10万円
富士電気興業㈱ 10万円
住友化学労働組合 10万円
●港区
神作　麻紀 50万円
中江　宏 50万円
㈱ジェイビーホンダエーヂェンシス 100万円
全日空商事㈱ 56万1,635円
Miles Japan㈱ 35万3,254円
（一財）世界聖典普及協会 30万円
㈱フィッツコーポレーション 30万円
㈱プライム・オリジンズ 30万円
㈱あすなろ 10万円
㈱オカモトヤ 10万円
教運寺 10万円
㈱工業市場研究所 10万円
日軽エムシーアルミ㈱ 10万円
（一社）日本血液製剤機構 10万円
日本フレーバー工業㈱ 10万円
㈱DESMAS ー
●新宿区
亀井　大悟 90万円
伊藤　俊介 50万円
山口　賀世子 50万円
大山　昭昌 10万円
小澤　勇夫 10万円
小林　克彦 10万円
㈱ヨドバシカメラ 100万円
㈱ヨドバシホールディングス 100万円
㈱アイザワビルサービス 67万円
高砂熱学工業㈱ 10万3,865円
（医）豊済会 10万円
歌舞伎町商店街振興組合 13万円
●文京区
三谷　秀平 25万円
佐藤　勝彦 10万円
鈴木　すみ子 10万円
根津　博俊 10万円
㈱加藤萬製作所 20万円
㈱ウェルスペント 15万円
佐藤ルリ音楽教室 10万4,500円
㈱スズ建 10万円
松岡アセットマネジメント㈱ 10万円
●台東区
永井　清介 10万円
㈱エム・ケイ・リンク 10万円
㈱千趣会チャイルドケア 10万円
●墨田区
松村　有格 100万円
角谷　かつみ 20万円
田中　芳子 20万円
平山　健二郎 10万円
松村　多朗 10万円
菅沼不動産 10万円
●江東区
坂元　左 20万円
㈱システックホールディングス 1,000万円
（一財）東京都営交通協力会 100万円
EcoFlow Technology Japan㈱ 80万円
㈲宮彦 10万円
●品川区
久保　敦義 100万円
高久　弘子 100万円
中村　進 90万円
長谷川　植夫・裕見 10万円
㈱ソフトユージング 20万円

㈱東京山勝 10万円
●目黒区
青柳　春恵 10万円
●大田区
池野　公脩 100万円
神谷　信行 100万円
大西　さくら 50万円
川野　順也 50万円
陳　月嬌 10万円
(宗)蓮光院 100万円
嵯峨電機工業㈱ 10万円
●世田谷区
小嶋　淑子 100万円
高橋　隆 100万円
谷村　将光 100万円
野村　貴士 100万円
栗山　惠美子 50万円
小川　潤一 40万円
宮川　藤六 38万8,560円
棟田　裕幸 35万円
小嶋　召子 20万円
陽田　永一郎 11万円
郡山　智行 10万円
古村　智子 10万円
セレクトカンパニー㈱ 50万円
DRAGON  GYM東京 10万円
みその商事㈱ 10万円
宮源コーポレーション㈱ 10万円
匿名 100万円
●渋谷区
秋山　政則 100万円
目黒　聡 88万円
池田　孝 50万円
北新建設㈱ 500万円
(有)外川ビル 50万円
日本事務器㈱ 50万円
全労済　健康保険組合 14万8,000円
ジャパンセラミックス㈱ 10万円
ランドプラス㈱ 10万円
匿名 10万円
●中野区
大谷　昌義 34万円
TCC日本語学校 10万円
●杉並区
田村　孝夫 100万円
外川　信晃 50万円
水口　愼一 50万円
岡部　好延 20万円
近喰　ふじ子 20万円
遠藤　美代子 10万円
秦　成夫 10万円
㈱システム総合研究所 25万円
(宗)観泉寺 10万円
㈱田久保工業 10万円
人仁の会 64万221円
●豊島区
桑原　渉 20万円
臼倉　淳 10万円
首都開発㈱ 70万円
住友機材㈱ 30万円
㈲今関紙工芸 10万円
●北区
瀬田　恵美子 100万円
片岡　義男 18万円
入澤　淳子 10万円
鈴木　啓三 10万円
●荒川区
玉置　和子 500万円
根津鋼材㈱ 100万円
●板橋区
瀨戸川　睦人 100万円
森田 10万円
日本興志㈱ 40万円
㈲エヌティ・エイト 10万円
(医)櫻美会石川医院 10万円
大協電業㈱ 10万円
●練馬区
泉　次夫 100万円
横山　浩之 100万円
齊藤　洋子 12万5,000円
青木　嘉仁 10万円
内田　正弘 10万円
田中　延幸 10万円
松本　伊織 10万円
山崎　鎮夫 10万円
オリエント通信㈱ 30万円
㈱角産 20万円
㈱長倉工芸 10万円
●足立区
髙塩　和夫 100万円
中馬　忠一郎 10万円

㈱サクセス 300万円
サイズエリア㈱ 50万円
中里建設㈱ 50万円
日本運輸㈱ 50万円
●葛飾区
由井　克昌 100万円
石川生コン㈱ 30万円
神田製作所　八親会　会津　和俊 10万円
●江戸川区
嶋田　慶三 10万円
㈱水域ネットワーク 20万円
㈱新日本エステート 10万円
●八王子市
髙津戸　道夫 20万円
福平　敏行 20万円
磯間　勉 11万円
児島　イツエ 10万円
小星　彰 10万円
SIシナジーテクノロジー㈱ 30万円
●立川市
中村　智英子 200万円
寺口　茂 10万円
中村建設(株) 100万円
●武蔵野市
丸山　浩 200万円
泉　並木 30万円
渡辺　多津男 10万円
昭研工業㈱ 10万円
●三鷹市
柿澤　康子 10万円
笠間　俊男 10万円
志賀興業㈱ 20万円
●青梅市
浜中　教孝 20万円
千葉　正敏 10万円
三和工機㈱ 30万円
●府中市
直井　忠行 100万円
匿名 100万円
●昭島市
小山　善治 15万円
●調布市
ユウキ食品㈱ 40万円
ユウキフーヅシステム㈱ 30万円
㈱オリーヴドゥリュック 20万円
●町田市
神蔵興業㈲ 100万円
●小金井市
五師　㓛仁 10万円
●小平市
榎元　俊之 20万円
●日野市
一ノ瀬　妙子 10万円
牛尾  方信 10万円
●東村山市
中村　豊一 20万円
●国分寺市
山宮　亨 10万円
●国立市
芦間　靖彦 30万円
田和　艶子 10万円
●清瀬市
コーヒーハウスるぽ　森尻　安夫 10万円
●東久留米市
㈱松川物産 10万円
●武蔵村山市
河合　統司 20万円
河合　英子 20万円
㈲ワタヤ 10万円
●多摩市
田口　久志 100万円
京王電鉄㈱ 217万935円
●稲城市
中西食品㈱ 10万円
●羽村市
羽村　香 30万円
●あきる野市
花上　千 子 500万円
●西東京市
保谷　カヨ子 10万円
㈲スタジオ・トゥインクル 30万円
●埼玉県
㈱東商テクノ 30万円
㈱クリスティ  10万円
●千葉県
㈱ドリームワン 10万円
●長野県
小澤　昌子 50万円
●ー
小野　友樹 ー

活動資金協力者（社）・団体のご紹介
皆さまのご協力により日本赤十字社の活動は支えられています｡

活動資金のご協力、誠にありがとうございました｡

※10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了承いただいた個人、法人および団体の皆さまを掲載しています 活動資金協力に関するお問い合わせは
東京都支部 振興課  03-5273-6743まで

（敬称略・順不同）
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2023年9月に行われた防災セミナーの様子。応急手当をテーマに、社員約70人が参加した

３回目となる紺綬
褒章（国家表彰）

を受ける

赤十字
Supporters

ま
す
。
公
共
性
の
高
い
赤
十
字
へ

の
寄
付
は
、
企
業
の
社
会
貢
献
と

い
う
面
か
ら
も
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
末
長
く
、

寄
付
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

22
年
か
ら
は
、
東
京
都
支
部
の

方
を
講
師
に
迎
え
て
の
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
年
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
は
全
社
員
が
参

加
し
、
22
年
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
を
、
23
年
に
は
応
急
手
当
を
テ
ー

マ
に
、
弊
社
も
販
売
し
て
い
る
ガ
ー

ゼ
包
帯
や
三
角
巾
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
初
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
機

会
を
得
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
ガ
ー

ゼ
包
帯
や
三
角
巾
の
使
い
方
を
学

ん
だ
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
応

急
手
当
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
も
、
献
血

に
携
わ
る
「
血
液
セ
ン
タ
ー
」
や

児
童
養
護
施
設
「
赤
十
字
子
供
の

家
」
を
見
学
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
赤
十
字
の
幅
広
い
活
動
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
予
防
・
衛
生
分
野
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
、
赤
十
字
の

活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
５
代
目
社
長
を
務
め
る

玉
川
衛
材
株
式
会
社
は
、

明
治
32（
１
８
９
９
）年
に
衛
生
材
料

加
工
業
と
し
て
創
業
し
て
以
来
、
医

薬
品
・
医
療
用
品
・
衛
生
雑
貨
の
製

造
・
販
売
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

赤
十
字
と
弊
社
と
の
関
わ
り
は
、

１
９
８
８
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
の
父
で
あ
る
先
代
社
長
が
、
日
本

赤
十
字
社
東
京
都
支
部
に
寄
付
を
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
以
来
長
年
に
わ

た
っ
て
寄
付
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
寄
付
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
赤
十
字
へ
の
寄
付
は
そ
の
行
き

先
・
使
い
道
が
分
か
る
点
が
良
い
と

考
え
た
た
め
で
す
。
紛
争
・
災
害
・

病
気
な
ど
で
苦
し
む
人
を
救
う
赤
十

字
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
予
防
・
衛

生
分
野
で
の
健
康
で
幸
せ
な
社
会
づ

く
り
へ
の
貢
献
を
掲
げ
る
弊
社
の
理

念
に
か
な
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の
寄
付

は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

行
き
先
・
使
い
道
が
分
か
る
寄
付
で

企
業
と
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す

玉
川
雅
之
さ
ん（
玉
川
衛
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

「予防・衛生分野に取り組む会社と
して、今後も赤十字の活動を支援
していきたい」と語る玉川さん
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●千代田区
上山　亮介 170万円
三枝　憲晋 20万円
赤木　弘資 10万円
太田　和範 10万円
宮島　昭夫 10万円
玉川衛材㈱ 4,000万円
㈱朝日写真ニュース社 40万円
㈱官庁通信社 30万円
翔和建物㈱ 20万円
中日マテリアル㈱ 20万円
（一財）寧波旅日同郷会 20万円
日本エンゼル㈱ 17万円
㈱アルファ 10万円
インパラ・プラチナム・ジャパン㈱ 10万円
国際総合企画㈱ 10万円
サンベック㈱ 10万円
ハートインターナショナル㈱ 10万円
●中央区
小野　進之介 20万2千円
髙﨑  勝之助 10万円
田村　恵津枝 10万円
ジャパンパイル㈱ 50万円
日正海運㈱ 10万円
日本カーボン㈱ 10万円
（一財）日本ダム協会 10万円
富士電気興業㈱ 10万円
住友化学労働組合 10万円
●港区
神作　麻紀 50万円
中江　宏 50万円
㈱ジェイビーホンダエーヂェンシス 100万円
全日空商事㈱ 56万1,635円
Miles Japan㈱ 35万3,254円
（一財）世界聖典普及協会 30万円
㈱フィッツコーポレーション 30万円
㈱プライム・オリジンズ 30万円
㈱あすなろ 10万円
㈱オカモトヤ 10万円
教運寺 10万円
㈱工業市場研究所 10万円
日軽エムシーアルミ㈱ 10万円
（一社）日本血液製剤機構 10万円
日本フレーバー工業㈱ 10万円
㈱DESMAS ー
●新宿区
亀井　大悟 90万円
伊藤　俊介 50万円
山口　賀世子 50万円
大山　昭昌 10万円
小澤　勇夫 10万円
小林　克彦 10万円
㈱ヨドバシカメラ 100万円
㈱ヨドバシホールディングス 100万円
㈱アイザワビルサービス 67万円
高砂熱学工業㈱ 10万3,865円
（医）豊済会 10万円
歌舞伎町商店街振興組合 13万円
●文京区
三谷　秀平 25万円
佐藤　勝彦 10万円
鈴木　すみ子 10万円
根津　博俊 10万円
㈱加藤萬製作所 20万円
㈱ウェルスペント 15万円
佐藤ルリ音楽教室 10万4,500円
㈱スズ建 10万円
松岡アセットマネジメント㈱ 10万円
●台東区
永井　清介 10万円
㈱エム・ケイ・リンク 10万円
㈱千趣会チャイルドケア 10万円
●墨田区
松村　有格 100万円
角谷　かつみ 20万円
田中　芳子 20万円
平山　健二郎 10万円
松村　多朗 10万円
菅沼不動産 10万円
●江東区
坂元　左 20万円
㈱システックホールディングス 1,000万円
（一財）東京都営交通協力会 100万円
EcoFlow Technology Japan㈱ 80万円
㈲宮彦 10万円
●品川区
久保　敦義 100万円
高久　弘子 100万円
中村　進 90万円
長谷川　植夫・裕見 10万円
㈱ソフトユージング 20万円

㈱東京山勝 10万円
●目黒区
青柳　春恵 10万円
●大田区
池野　公脩 100万円
神谷　信行 100万円
大西　さくら 50万円
川野　順也 50万円
陳　月嬌 10万円
(宗)蓮光院 100万円
嵯峨電機工業㈱ 10万円
●世田谷区
小嶋　淑子 100万円
高橋　隆 100万円
谷村　将光 100万円
野村　貴士 100万円
栗山　惠美子 50万円
小川　潤一 40万円
宮川　藤六 38万8,560円
棟田　裕幸 35万円
小嶋　召子 20万円
陽田　永一郎 11万円
郡山　智行 10万円
古村　智子 10万円
セレクトカンパニー㈱ 50万円
DRAGON  GYM東京 10万円
みその商事㈱ 10万円
宮源コーポレーション㈱ 10万円
匿名 100万円
●渋谷区
秋山　政則 100万円
目黒　聡 88万円
池田　孝 50万円
北新建設㈱ 500万円
(有)外川ビル 50万円
日本事務器㈱ 50万円
全労済　健康保険組合 14万8,000円
ジャパンセラミックス㈱ 10万円
ランドプラス㈱ 10万円
匿名 10万円
●中野区
大谷　昌義 34万円
TCC日本語学校 10万円
●杉並区
田村　孝夫 100万円
外川　信晃 50万円
水口　愼一 50万円
岡部　好延 20万円
近喰　ふじ子 20万円
遠藤　美代子 10万円
秦　成夫 10万円
㈱システム総合研究所 25万円
(宗)観泉寺 10万円
㈱田久保工業 10万円
人仁の会 64万221円
●豊島区
桑原　渉 20万円
臼倉　淳 10万円
首都開発㈱ 70万円
住友機材㈱ 30万円
㈲今関紙工芸 10万円
●北区
瀬田　恵美子 100万円
片岡　義男 18万円
入澤　淳子 10万円
鈴木　啓三 10万円
●荒川区
玉置　和子 500万円
根津鋼材㈱ 100万円
●板橋区
瀨戸川　睦人 100万円
森田 10万円
日本興志㈱ 40万円
㈲エヌティ・エイト 10万円
(医)櫻美会石川医院 10万円
大協電業㈱ 10万円
●練馬区
泉　次夫 100万円
横山　浩之 100万円
齊藤　洋子 12万5,000円
青木　嘉仁 10万円
内田　正弘 10万円
田中　延幸 10万円
松本　伊織 10万円
山崎　鎮夫 10万円
オリエント通信㈱ 30万円
㈱角産 20万円
㈱長倉工芸 10万円
●足立区
髙塩　和夫 100万円
中馬　忠一郎 10万円

㈱サクセス 300万円
サイズエリア㈱ 50万円
中里建設㈱ 50万円
日本運輸㈱ 50万円
●葛飾区
由井　克昌 100万円
石川生コン㈱ 30万円
神田製作所　八親会　会津　和俊 10万円
●江戸川区
嶋田　慶三 10万円
㈱水域ネットワーク 20万円
㈱新日本エステート 10万円
●八王子市
髙津戸　道夫 20万円
福平　敏行 20万円
磯間　勉 11万円
児島　イツエ 10万円
小星　彰 10万円
SIシナジーテクノロジー㈱ 30万円
●立川市
中村　智英子 200万円
寺口　茂 10万円
中村建設(株) 100万円
●武蔵野市
丸山　浩 200万円
泉　並木 30万円
渡辺　多津男 10万円
昭研工業㈱ 10万円
●三鷹市
柿澤　康子 10万円
笠間　俊男 10万円
志賀興業㈱ 20万円
●青梅市
浜中　教孝 20万円
千葉　正敏 10万円
三和工機㈱ 30万円
●府中市
直井　忠行 100万円
匿名 100万円
●昭島市
小山　善治 15万円
●調布市
ユウキ食品㈱ 40万円
ユウキフーヅシステム㈱ 30万円
㈱オリーヴドゥリュック 20万円
●町田市
神蔵興業㈲ 100万円
●小金井市
五師　㓛仁 10万円
●小平市
榎元　俊之 20万円
●日野市
一ノ瀬　妙子 10万円
牛尾  方信 10万円
●東村山市
中村　豊一 20万円
●国分寺市
山宮　亨 10万円
●国立市
芦間　靖彦 30万円
田和　艶子 10万円
●清瀬市
コーヒーハウスるぽ　森尻　安夫 10万円
●東久留米市
㈱松川物産 10万円
●武蔵村山市
河合　統司 20万円
河合　英子 20万円
㈲ワタヤ 10万円
●多摩市
田口　久志 100万円
京王電鉄㈱ 217万935円
●稲城市
中西食品㈱ 10万円
●羽村市
羽村　香 30万円
●あきる野市
花上　千 子 500万円
●西東京市
保谷　カヨ子 10万円
㈲スタジオ・トゥインクル 30万円
●埼玉県
㈱東商テクノ 30万円
㈱クリスティ  10万円
●千葉県
㈱ドリームワン 10万円
●長野県
小澤　昌子 50万円
●ー
小野　友樹 ー

活動資金協力者（社）・団体のご紹介
皆さまのご協力により日本赤十字社の活動は支えられています｡

活動資金のご協力、誠にありがとうございました｡

※10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了承いただいた個人、法人および団体の皆さまを掲載しています 活動資金協力に関するお問い合わせは
東京都支部 振興課  03-5273-6743まで

（敬称略・順不同）
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